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        序章　碧い瞳の女神

        　

        とろりとろりと肌を伝う淡いピンク色の液体から漂うのはイチゴの香り。ぬめり気を帯びた彼女の柔らかな手がふくらみの稜線をたどると、性欲と食欲を一緒くたにくすぐられる。

        「力加減はいかがですか？」

        「ん……へい、き」

        すると彼女の手つきがいっそうなまめかしさを増した。ふたつのふくらみはそれぞれ逆方向に円を描いて揉みまわされる。

        ツンッと尖った薄桃色の乳嘴を、金髪の女性はうっとりとしたようすで見下ろして両手を動かす。彼女の指のあいだに挟まれた乳頭はもうずいぶん前からいきり立っていた。

        「は、ぁ……あっ」

        自身の息遣いにすら性的な箇所を煽られる。大きく息を吐いて彼女を見上げる。真っ白な天井に、碧い瞳の彼女。妖艶に笑うさまは雲の中を悠然と漂う女神のようだった。女神は胸を揉む手をさらに激しくさせる。

        「や……っ、ぁ、あ！」

        きっとふつうのエステサロンならばこんなふうに乳房をマッサージしない。

        ここは――わたしたちはきっと、ふつうではないのだ。

        


        　

        　

    

    
        第一章　好きの種類

        　

        「ねえ、最近お肌がくすんでない？」

        おはよう、と挨拶をしたあとにすぐさまそんなことを言われた船越優愛ふなこしゆあは顔を引きつらせずにはいられない。

        「え、そ、そうかな……？」

        勤務先の化粧室で、同期入社の友人――サヤと鏡の前に並んで立っていた優愛は自身の凡庸な顔をのぞき込んだ。

        （うーん……そう言われてみるとそんな気もする）

        両頬を指先で押し上げてみる。以前よりも張りがないのは明白だ。

        「ま、もう二十代も後半だしね」

        あきらめたようにそう言って優愛はパッと頬から手を放し、化粧ポーチを取る。

        「やだ、なに言ってるの！　下り始めたいまからのケアが大事なんじゃない！」

        日ごろから美容に熱心なサヤは鼻息を荒くして口紅を塗り直しす。

        「いいエステサロンを知ってるの。優愛に紹介してあげる」

        「ええっ、いいよ……エステなんて、気後れする」

        「そこは大丈夫。だってミカちゃんがしてるとこだもん」

        サヤが唇に塗り込めている真っ赤なルージュを見つめながら優愛は尋ねる。

        「それって、高校のときに一緒だった島添美華しまぞえみかちゃん？」

        「そう。半年くらい前に開業したらしいわ。小さな店だけど、口コミで大人気なの」

        「へえ……」

        美容の専門学校に進学した、クラスメイトの美華のことはいまでもよく覚えている。彼女の母親はイギリスの人だった。美華は名前こそ日本人のそれだが見た目は完全に外国人だった。金髪碧眼の美女。それが美華の印象である。

        「美華ちゃんのところならそんなに高くもないし。会うのは久しぶりでしょ？　遊びに行くつもりで、どう？」

        「そう……だね。じゃあ今度の日曜にでも。あ、ついてきてくれる？」

        「今度の日曜は彼とデートなの。悪いけど一人で行ってきてちょうだい」

        「ええっ！　そんな無責任な」

        不動産会社に勤務する私たちの休みは日曜日だけだ。貴重な休日に彼とデートするのだというサヤに付き添いを無理強いするのは野暮だ。

        優愛は唇を尖らせながら「ちぇ」と言って、サヤにエステサロンの場所を訊いた。

        　

        エステサロン・ミカは思いのほか会社の近くにあった。勤務先の不動産会社がある大通りから三本ほど奥まった裏路地に面している。

        （こぢんまりとしたお店だなぁ）

        箱型の真っ白な建物が、高層ビルのあいまにちょこんと建っている。何だか肩身が狭そうだ。

        窓はあるがカーテンは閉まっている。したがって部屋の中は見えない。エステサロンなのだからまあ当たり前か、と頭の隅で考えながら優愛は玄関のチャイムを押した。『エステサロン・ミカ』の看板が出ていなければ住宅に見える。自宅兼サロンといったところだろう。

        「――優愛ちゃん！」

        大輪の花が咲いたような華々しい笑顔だった。美華は玄関扉をめいっぱい広げて優愛を中へと招き入れる。

        「今日は来てくれてありがとう。会えて嬉しい。狭いけど、中へどうぞ」

        「私も美華ちゃんに会えて嬉しい。お邪魔しまーす」

        美華は私服だった。エステサロンといっても個人経営だから、そうかしこまらなくてもいいのだろう。確かにこれなら気後れしない。

        （それにしても、相変わらず美人）

        美華の金髪をうしろから眺めながら優愛は「ほうっ」と息をつく。ウェーブがかった長い髪の毛はいまは頭の高い位置でまとめ上げられている。あらわになったうなじは幼さが残っていた高校時代とくらべて色気が増していていっそう美しい。

        「いやぁ、美華ちゃんはすごいなぁ。独立開業だもんね」

        リビングルームのソファで彼女が淹れた紅茶を一口すすってから優愛は言った。すぐにエステを施されて帰宅することになるかと思っていたが、初めにこうして茶でもてなされると緊張がほぐれる。

        「そんな……」

        向かいのソファに座る美華ははにかんだようすで目を伏せる。茶色の長いまつげが目の下に影をつくった。

        （そうそう、美華ちゃんって美人なのに飾ったところがなくて謙虚で……クラスのみんなだけじゃなく他校の男子からも人気があったよね）

        高校時代を回顧しつつ優愛は紅茶を飲む。美華が淹れた茶は甘みがある。

        美味しそうに紅茶を飲む優愛を美華はじいっと見つめていた。彼女の視線に気がついた優愛はパチパチと目を瞬かせる。

        「ど、どうかした？」

        「え――」

        我に返ったように美華はビクッと肩を震わせた。それから頬を赤くしてうつむいてしまったので、優愛は戸惑うばかりだ。

        （どうしたんだろう？）

        なにか言いづらいことでもあるのだろうか。

        「あ、料金ならサヤから聞いてるよ？　私も一応働いてるから、気にせず請求してね」

        「そ、そうじゃないの。その……」

        美華は口もとに手を当てて視線をあちらこちらへと忙しなくさまよわせる。

        「わ、私……高校のとき、優愛ちゃんのことが好きだったの。それで、久しぶりに会ってもその気持ちはやっぱり変わらないっていうか……」

        美華が長く息をつく。

        「ごめんなさい、私――」

        「私も美華ちゃんのことが好きだよ？」

        優愛はティーカップをソーサーに戻してから首を傾げる。美華はなにか言いかけていたが、何だろう。話すタイミングが重なってしまった。

        「……本当に？」

        しかし美華は言いかけていたことをうやむやにした。「嬉しい」と言葉を継いで耳まで真っ赤にさせている。

        （美華ちゃんたら、へんなこと言うなぁ。友達なんだから好きに決まってるのに）

        いや、高校のときから嫌いだったとカミングアウトされるよりは格段によい。そういえば彼女は見た目のせいでまわりに誤解を与えやすかったような気がする。だから、あえてそう口にしたのかもしれない。

        優愛はひとり納得して、美華にうながされるまま寝室へ移動した。

        「素敵な部屋だね」

        さながらモデルルームだ。白と黒を基調にした落ち着いた雰囲気の部屋で、隅のほうに観葉植物が置いてある。壁に掛けられた絵画はどこかの海辺。おそらく外国だ。もしかしたら彼女の母親の故郷を描いたものかもしれない。美華が「母親は海辺育ち」と以前言っていたのをいまになって思い出した。

        「ありがとう。それじゃあ……服を脱いでベッドにうつ伏せになってくれる？」

        「う、うん」

        自分の体に自信があるのならばはりきって服を脱ぐところだが、そうではないのでためらってしまう。もっとも、プロポーションに自信があればエステにくる必要もないわけだが。

        「……全部脱いだほうがいいの？」

        ブラウスとジーンズを脱いだところでそう尋ねると、

        「そうね、下着も全部」

        きっぱり言われてしまった。ちょっと恥ずかしいなと思いながらも下着を脱いでベッドにうつ伏せになる。すると美華は下半身にバスタオルを掛けてくれた。

        「……失礼します」

        かしこまってそう言われるとやはり少し緊張してしまう。

        こわばってしまった優愛の体をほぐすように美華は優愛の背中にゆっくりと手を這わせた。彼女の手はぬめり気がある。アロマオイルかあるいは美容液だろう。

        美華の両手が背中を緩慢に撫で上げる。強くも弱くもない絶妙な力加減は、いかにもエステティシャンらしい。いままでエステを受けたことがないのでくらべようがないが、とにかく心地よい。

        「ふはー……気持ちいい」

        優愛は目を閉じてぽつりとそう言った。美華は嬉しそうに顔をほころばせる。

        「ふふ……よかった」

        このままずっと背中をマッサージしてもらっていたら眠ってしまうかもしれない。部屋の光源は壁に掛かった間接照明だけだ。暗すぎず明るすぎずのこの空間が妙に落ち着く。

        「次は……仰向けになってもらえる？」

        「うん」

        眠ってしまう一歩手前だった優愛は目をこすってむくりと起き上がり、ベッドに仰向けになる。美華はというと、手のひらにオイルを足していた。優愛の上半身を見まわしている。

        ――胸にタオルは掛けないのだろうか。

        （ま、いいか……女同士だし）

        優愛は目を閉じてぼやく。

        「最近お腹まわりがちょっとねー……。サヤにも、肌がくすんでるとか言われたし」

        「気になるの？　……きれいだと思うけど」

        優愛の腹部に手を添わせて美華は目を細める。彼女の視線が胸に集中していることに優愛は気がつかない。

        （あー……やばい。寝そう）

        ふだん仰向けで眠ることが多いから、こうも気持ちがいいとついまどろんでしまう。エアコンの静かな音だけが聞こえる。きっとあと五分もあれば眠りに落ちてしまうだろうと思った。

        しかし、そうはならなかった。

        「……んっ？」

        美華の両手はいつの間にか下半身へと移動していた。掛けられていたはずのバスタオルがどこかへいっている。美華は優愛の足の付け根をＶの字に撫でたどる。陰毛に触れるか触れないかのぎりぎりのところだ。

        （エ、エステって……こんなきわどいところまで触るものなの？）

        くすぐったいような、気持ちがいいような――妙な心地だ。

        （そんなところ、ふだん他人に触られることなんてないから……）

        優愛はいわゆる『こじらせ処女』である。女子校から女子大へと進学してそのまま不動産会社に就職し、男性と縁のない生活を送ってきた。彼氏が欲しい、という願望がないわけではないが、そのうちいい人が現れるだろう、くらいにしか思っていない。

        （何だか……ずいぶんと長いような）

        美華にはもうずいぶんと長いこと足の付け根をマッサージされているような気がする。うっすらと目を開けると、すぐに美華と目が合った。とたんに、どうしてか恥ずかしくなる。

        「優愛ちゃん……乳首が勃ってるわ」

        「えっ!?」

        優愛は反射的に両手を動かして胸を隠す。

        （うわあ、恥ずかしいっ……！）

        他人の手に慣れていないせいだ。そうに決まっている。優愛は必死に言いわけを考えたが、なにも言葉を発することができなかった。美華はというと、なにやら意味ありげにほほえんでいる。

        「隠さないで……よく見せて。きれいよ、優愛ちゃんのおっぱい」

        「え？　や……あの」

        「そこもマッサージして気持ちよくしてあげる」

        美華の美しい顔が間近に迫る。優愛の胸と手の隙間に美華は無理やり自身の両手を滑り込ませた。ぬるりと入り込んできた彼女の手がぐにゃりとふくらみをつかむ。

        「や――そこは、いいよ……！」

        「どうして？」

        優愛は面食らってしまい二の句が継げなくなった。

        （どうしてって言われても）

        「あの、ええと」と言いよどみながら優愛は胸に触られたくない理由を考える。

        「だって……気持ちよく、なっちゃうから……ッ」

        胸を揉みまわす美華の手をなるべく意識しないようにして優愛は言った。しかし、

        「お客様を気持ちよくするのが私の仕事よ」

        もっともな言葉を返されてしまい、よけいに答えに窮する。

        「そ、それはそうかもしれないけど、気持ちよさの種類が違うというか！」

        「気持ちよさに種類なんてあるの？　そう……知らなかった。どういう気持ちよさなのか、言葉に出して教えてくれる？」

        美華の人差し指が硬い乳頭をツンッと弾く。

        「ふぁっ……！」

        思いがけない声が出てしまい、優愛はとっさに口を押さえた。

        「だ、だめ、だよ……ソコ……ぁ、アァッ！」

        優愛のくぐもった声を美華は聞き流す。

        「ねえ……どんなふうに気持ちがいいの？　優愛ちゃん、教えて。くわしく」

        美華は優愛のふたつの屹立を指でつまみ、白い天井へ向かって引っ張り上げた。

        「ふはっ、ん……！」

        自分自身ですら乳首をそんなふうに引っ張ったことがない。

        （こんなに気持ちいいなんて……！）

        ぬめり気を帯びた指の先でひねりを加えて引っ張られると、手足の先がむずがゆく疼いてどうしようもなくなってくる。

        「ねえ、優愛ちゃん。私の指をどんなふうに感じる？」

        美華はいやに嬉しそうだ。本当は答えを知っているのに、面白がってわざと訊いてきているような――そんな顔だ。

        「ぁ、うぅ……気持ち、よくて……こんな……だめ、なのに」

        「どうしてだめなの？　優愛ちゃんは私のことが好きなのよね？」

        「そ……えっ？」

        いくら好きだからといっても、友人にこんなことをされるのはどう考えても間違っている。

        美華は薄くほほえんだまま優愛のふたつの乳頭を思いきり柔肉へと押し込んだ。

        「ひぁあっ！」

        さんざん引っ張り上げておいて、今度は押し込めるのか。その刺激の差がたまらない。ぬるぬるとした優愛の乳頭は美華の指先を滑らせる。弾くような指遣いでそこをなぶられると、体の内側でくすぶっていたなにかが悲鳴を上げるように大きく疼いた。

        （私、おかしい……こんな……）

        男性から施されているのならまだしも、相手は女性でそして友人だ。それなのに性的に興奮している。

        「はぁ……優愛ちゃんの乳首、こりこりしてる。かわいい」

        「……！」

        美華の口からそんな言葉が出てくるとは夢にも思わなかった。高校時代は浮いたうわさもなく、純真無垢なイメージを抱いていたからだ。

        （そういえば、エッチな話なんかしたことなかった）

        その手の話が好きな友人はいたけれど、優愛はそういう話題を避けてきたし美華もまた同類だと思っていたのだが――。

        「……幻滅した？」

        悲しそうな声と表情でそう問われれば、つい「そんなことはない」と答えてしまう。しかしそう言ってしまったあとで、どう答えるのが正解だったのだろうと思い悩んだ。

        （もし幻滅したって言ったら、美華ちゃんは私に触るのをやめるのかな）

        自分自身がなにを望んでいるのかわからない。このまま続けて欲しいのか、あるいはやめて欲しいのか。

        「あれこれ考えちゃだめよ……。私の手に集中して？」

        彼女のささやき声は天使か悪魔か。なにが正しいのかわからなくなった優愛は美華の言うとおりにすることにした。

        （エステの一環だと思えばいいんだ）

        そんなふうに無理やり自分を丸め込み、優愛は「ぁんっ」と小さく喘ぎ声を漏らす。

        美華の片手が肌を滑って足の付け根のあたりをぐるりと一周する。緩慢な手つきでそうされたものだから、ぞくぞくっと表皮が粟立った。

        「んん……美味しそうな蜜があふれてる」

        「み、みつ……？」

        「そう、優愛ちゃんの大切なところからあふれてきてるの。トロトロの愛蜜が」

        だれも触れたことのない優愛の秘裂を美華は指でそっと撫でたどる。細長い人差し指が淫唇を割り、あふれ出た愛液を絡め取る。

        「んぁっ……！」

        初めての感覚に優愛は体をのけぞらせる。下半身のあらぬところに触れられて恥ずかしいはずなのに、それよりも彼女の指先がどう動くのかそちらのほうが気になる。

        　優愛は頬を赤く染め上げながらも美華の指先を見つめる。

        「優愛ちゃんは……ひとりエッチはしないの？」

        「え、っと……」

        優愛は本当のことを言うべきか少々ためらった。しかしへんに見栄を張っても仕方がない。

        「直接触ったことは、ない」

        美華がいま指を添わせているところに、洗う目的以外で触ったことはなかった。乳首にしてもそうだが、自慰といってもせいぜい下着ごしに押す程度だ。

        「そうなんだ……？　じゃあ、痛かったらすぐに言ってね」

        美華は人差し指の先で優愛の蜜口をこちょこちょとくすぐったあと、その上にある小さな豆粒へと指を走らせた。彼女の柔らかな指先が肉芽をゆっくりとなぶり始める。

        「あぁっ……は、ぁん……」

        　右へ、左へ。上へ、下へ。ゆっくりと、ていねいに――。

        その動きを単純に繰り返されているだけだというのに、指が往復するたびにえもいわれれぬ快感が体の奥底からこみ上げてくる。

        「ふ、ぁう……んっ、はぁっ……！」

        しだいに腰が揺れてきてしまうのは、快感ゆえのことだろうか。なにぶん初めてなのでわからない。

        優愛の乳頭はいまは触れられていないというのに依然としていきり立っている。その凝り固まった乳首を美華はつんっといたずらに指で押す。それから下半身の花芽も乳首と同様に人差し指で押しなぶった。

        「ぁ、あっ……だめ……ふぁあっ」

        「だめ？　痛かったかしら」

        「ち、ちが……んんっ！　き、気持ちよくて……ふぁ、あぁっ！」

        「気持ちいいの……？　よかった」

        心の底から嬉しいというような笑みを浮かべて美華は指の動きを速める。

        「ひぁあ、あっ……ぁあんっ……！」

        一人でだって、服の上からその切ない部分をこすり立てて絶頂したことはあった。しかしいま、美華にそこをまさぐられて、自分でするのとはくらべものにならない快感に襲われている。

        「あぁああっ――!!」

        いまだかつてないくらいに下半身の奥底が脈を打っている。ビクン、ビクンという脈動が心地よく、同時に体に力が入らなくなる。

        ぐたりと肢体を投げ出す優愛に美華はそっと口づけた。

        「優愛ちゃん……大好きよ」

        「――っ!?」

        ファーストキスだった。それを女性と交わしてしまったことに衝撃を受ける。そして、美華の発言にも。

        「ねえ……これからもたくさんエッチなことをして愛し合いましょうね？」

        優愛は間近にある美しい顔を凝視しながらパクパクと口を動かした。言葉が出てこない。

        美華は――レズビアンなのだろうか。ほんの気まぐれで『こういう』ことをしたわけではないのだろうか。

        ――彼女がレズビアンで、これからも私との関係を望んでいるのだとしたら。

        （そんな……！）

        とたんに優愛は怖気づく。いままで男性を好きになったことはなかったが、だからといって女性を好きだったわけでもない。

        「わ、私……美華ちゃんのことは友人として好き、というか……」

        こんなことをしておいていまさらだ。しかしすぐに受け入れるなんてとてもではないができない。

        「え――」

        このときの美華の悲壮感にあふれた顔が、しばらく頭から離れなかった。

        


        　

        　

    

    
        第二章　イチゴのケーキ

        　

        「ねえ、美華ちゃんとなにかあった？」

        いつもの朝。会社の化粧室で同僚のサヤにそんなふうに話しかけられ、優愛はびくっと肩をはずませた。

        「え、ど、どうして……？」

        「だって美華ちゃんたら、ここのところずっとサロンを休んでるのよ。風邪でも引いたのかなって思ったけど、それにしては長すぎるし。優愛が美華ちゃんのところに行ったあとじゃない？　だから、なにか……喧嘩でもしたのかなって」

        「そっ……そ、そんなこと……ないよ」

        「本当にぃー？」

        いぶかしげな顔をするサヤからパッと目を逸らして優愛は小さな声で「本当だよ」と言って肩をすくめる。

        ――喧嘩はしていない。

        （喧嘩は……してない、けど）

        美華を深く傷つけてしまったのは間違いない。あれから自分なりにいろいろと考えた。美華とあんなことになって――愛していると告白をされて。しかし、彼女に嫌悪感を抱いたわけではない。

        （ただ、いきなり女の人が恋人になるなんて……）

        ――男性と付き合ったことすらないというのに。

        両親には帰省するたびに「早くいい人を見つけて結婚しろ」とせっつかれる。女性の恋人ができました、などとは到底言えるはずがない。

        （よし……決めた）

        美華には「これからもいい友人関係でいよう」とはっきり告げよう。無論、思わせぶりなことをして申しわけなかったというのを伝えたあとで、だ。

        優愛は口紅を化粧ポーチにしまったあとで、すうっと大きく息を吸い込んだ。

        　

        自宅から美華のエステサロンまでは徒歩五分ほどだ。道すがら洋菓子店に立ち寄った。ホイップクリームとイチゴがたっぷりのデコレーションケーキを買う。お詫びを兼ねた手土産だ。

        （緊張するなぁ……）

        初めて彼女のエステサロンを訪ねたときも緊張はしていたが、いまの比ではない。

        （もう顔も見たくない！　とか言われたらどうしよう……）

        いまさらながら不安に駆られる。優愛はエステサロン・ミカの玄関先までやってきたものの、なかなかチャイムを押せずにいた。

        「……優愛ちゃん？」

        うしろから声を掛けられた優愛はビクリと肩を震わせる。手に持っていたケーキを危うく落としてしまうところだった。

        美華はコンビニかどこかへ行っていたらしく、片手に買い物袋を下げている。その顔色は――優れない。心なしか、前に会ったときよりも痩せているような気がする。

        「あ、あの……美華ちゃん、ずっとお店を休んでるってサヤから聞いて、それで……」

        うつむいたままもごもごとそう言うと、美華は長い金髪を耳に掛けながらどこか気まずそうにコホンと咳払いをした。

        「え、と……上がっていく？」

        「う、うん」

        どくん。どくん。自身の心臓の音がうるさい。

        （友達の家に上がるだけなのに）

        それだけなのに、どうしてこうも緊張してしまうのだろう。

        リビングルームに通された優愛は美華がコーヒーを淹れるのを黙って眺めていた。美華は白いラウンドネックのワンピースを着ている。彼女は白がよく似合う。やや疲れたようすの彼女は儚げで、その姿を見ていると胸の奥をくすぐられる。

        「……優愛ちゃん？」

        優愛の視線に気がついた美華が不思議そうに首を傾げる。

        「……っ、ご、ごめん。何でもない」

        少しだけ盗み見るつもりが、無遠慮に見つめてしまっていたらしい。優愛は美華が淹れたコーヒーをぐいっといっきに飲み干す。

        それから一息に用件を伝える。

        「あのっ！　このあいだは、その……ごめん。あのね、私……どうしたらいいのかわからなくて。でも、美華ちゃんのことを嫌いになったとか、そういうわけではないから」

        どうしてか、彼女の反応を見るのが怖かった。優愛はやり場のない視線をもてあまし、手に持ったままの空のカップをひたすら見つめた。

        「だ、だから……これからも友達でいれたら、って……」

        「――ごめんなさい。それはできない」

        きっぱりと告げられ、優愛は顔を上げる。美華は真剣な顔つきをしていた。怒っているわけでも、悲しそうにしているわけでもない。

        「私もはもう、優愛ちゃんのことを友達だとは思えない」

        そう言われた瞬間、腹の底がすうっと冷えた。優愛は動揺しながらコーヒーカップをソーサーに戻そうとする。わずかに手が震える。

        そんな優愛を、美華は変わらぬ表情で見つめ続ける。

        「だって……優愛ちゃんがどんなふうに喘ぐのか知ってしまったから」

        カチャンッとカップが大きな音を立てる。動揺したのを知られてしまっただろう。コーヒーカップが割れなくてよかった。

        優愛が腰掛けているソファに美華もまた座る。そうして優愛に迫る。

        「もっともっと、その声を聞きたいと思ってしまうの」

        か細い声でそんなことを言われ、自分の中のなにかが変わった。心臓がドクンと大きく脈を打ち、これまでとは違う鼓動を奏で始める。

        「私はやっぱり優愛ちゃんのことが好き。愛してるの。ほかのことがなにも手につかなくなっちゃうくらい」

        美華はまくし立てるように言い連ねる。

        「優愛ちゃんの一番じゃなくてもいい……だから、私と――」

        両肩を押された優愛はソファの座面に仰向けになった。ウェーブがかった金色の髪の毛がはらりはらりと落ちてくる。髪の一束が頬に当たった。そのなめらかさに驚くいとまもなく、唇を重ねられる。

        「ん――っ」

        このあいだは驚きのほうが先に立ってそれどころではなかったが――美華の唇はマシュマロのように柔らかい。それでいてみずみずしく、離れがたくなる。

        （私……美華ちゃんとのキス、嫌じゃない）

        目を閉じかけていると、美華は唇を離してうかがうような視線をよこしてきた。「もっとしてもいいの？」と目で訴えかけられているようだった。

        優愛が微動だにしないからか、美華は優愛のブラウスの前ボタンをぷちぷちと外し始める。優愛は美華の積極性に驚きつつ、このまま流されているのはよくないと思いとっさに口を開いた。

        「あっ、そうだ……！　け、ケーキ……食べる？」

        わざとらしい口調だったかもしれない。優愛が流れを変えたがっているのは明白だ。美華は優愛の服を脱がせる手を止めずに言う。

        「ええ、いただくわ……。優愛ちゃんの体ごと」

        「――えっ!?」

        どういう意味だろう、と考えているあいだにブラウスの前は開かれ、ブラジャーのフロントホックを弾かれた。

        「あっ」

        「ケーキって、これかしら」

        「そ、そうだけど……」

        優愛がローテーブルの上に置いていたケーキの箱を、美華が開ける。

        「美味しそうね」

        そう言いながら美華は右手でケーキのホイップクリームを掬い取った。ブラジャーのホックを留め直そうとしていた優愛に近づき、「だめよ」の一言で制する。ホイップクリームがついていないほうの手で優愛の腕をつかみ、胸をあらわにさせる。

        「ゃ……」

        腕をつかまれているといっても女性の手だ。本気で抵抗すれば払いのけるのなんて簡単だと思う。しかしそうしなかったのは、彼女の行動に興味があったからだ。これからどうするのだろう。

        ――これから私は、どうなるのだろう。

        人差し指についた真っ白なホイップクリームを美華は優愛の乳房のいただきにちょこんと載せた。

        「ぁっ……！」

        優愛が大きく息を吸い込むと、ホイップクリームに飾られた胸が上へふくらむ。上下する胸の先を美華はしげしげと見つめる。

        「ああ、本当に美味しそう。クリームからほんの少し顔を出したイチゴがたまらなく欲をそそる」

        口もとをほころばせたまま美華は赤い舌をのぞかせる。

        「み、美華ちゃんっ……！」

        予想はしていたが――やはり舐めるつもりなのか。そんなことをされたら、どうなってしまうのだろう。きっともう、後戻りができなくなる。

        （私だってきっと……美華ちゃんのことを友達だなんて思えなくなる）

        だめだ、このままでは。彼女を押しのけて、この場を去らなければ。そう思うのに、体は少しも動かない。見えない糸で手足をがんじがらめにされているようだった。動けない。彼女から、逃れられない――。

        （ううん、違う……。私も本当は望んでるんだ）

        心の奥底ではきっと、これ以上のことを望んでいる。そう思い至ったとき、美華の舌が乳頭に触れた。

        「ふ、あっ……！」

        ぞくぞくぞくっ、となにかが体の深いところから湧き出てきて表皮に向かって駆け抜ける。下半身のある一点がどくんと疼いた。

        「ん、おいし……ンン」

        クリームにデコレーションされた薄桃色を夢中で舐めながら美華は優愛のようすをうかがう。碧い瞳が、挑発的に見上げてくる。

        「ぁ、あん……あっ、んぁあっ！」

        初めはチロチロと控えめに舐められているだけだった。しかししだいに舌遣いが激しくなり、いまは乳頭を丸ごと美華の口の中に収められてしまっている。じゅっ、じゅるるっと水音が立つほどに吸い上げられ、頭の中が霞がかってくる。なにも考えられなくなってしまう。

        「ふ、は……優愛ちゃ……んん」

        「ひゃうっ！　ふ……あ、ぁっ」

        乳首は彼女の口の中なのでどんなふうにされているのか感覚でしかわからないが、美華の舌は素早く蛇行している。ときおり響く「ぴちゃっ」という音が何とも卑猥だ。

        （こ、こんな――私、どうすればいいの）

        今日は彼女と仲直りをしたくてサロンを訪れた。それなのに、なぜこんなことになっているのだろう。

        （ううん……仲直りは、できた）

        むしろ仲がよすぎるくらいだ。親密な関係でなければ、乳首を舐められるなどということにならない。

        「ねぇ……気持ちいい？　優愛ちゃん」

        ――何というタイミングで訊いてくるのだろう。

        「う……んんっ。気持ち……い。だから……」

        美華が口角を上げる。勝ち誇ったような顔になる。

        「――もっと？」

        ホイップクリームと美華の唾液でぐちゃぐちゃになった乳頭に「ふうっ」と息を吹きかけられる。それだけで「ひぁあっ！」と反応してしまう自分が情けないが、わざとそんな声を上げているわけではない。

        優愛は口もとに手を当てて視線を右へ左へとさまよわせたあとで小さくコクンとうなずいた。すると美華は気をよくしたらしく、テーブルの上のケーキを今度はイチゴごと手に取って優愛の胸に載せる。さっきまで舐めていたのとはべつの乳房だ。

        「ひゃっ！」

        「いただきまぁす」

        嬉しそうにほほえみ、美華は大きく口を開ける。優愛の乳首ごとケーキを食む。

        「あっ、ぁぁ……っ！」

        ――美華がこんなひとだとは思っていなかった。

        他人ひとの体をケーキの皿にするような女性だとは、思っていなかった。清廉潔白、純真無垢な彼女のイメージがガラガラと音を立てて崩れ落ちる。いま乳房の先端を舐めしゃぶっている彼女は、いささか野性的で――じつになまめかしい。本能のままに相手を貪る、性の獣だ。

        「んは……ぁ、うぅっ……」

        緩急をつけた舌遣いで乳首の根もとをねぶられる。つい先ほどまで舐められていたもう片方は、いまは美華の指でくすぐられている。

        （美華ちゃん……こういうの、すごく慣れてるのかな……？）

        ぼんやりとそんなことを考えながら、彼女を見下ろす。金色の美しい髪の毛を揺らしながら舌を出す美華はそれだけで官能的だ。そんな状態で薄くほほえむものだから、心臓がドクッと跳ね上がる。

        （わ、私……）

        自分の中に生まれた感情に蓋をするように優愛は美華から目を逸らす。

        「……優愛ちゃんも食べる？　ケーキ……美味しいわよ」

        ぺろりと舌なめずりをして美華はむくりと起き上がる。デコレーションケーキのイチゴを指でつまみ上げ、優愛の口へ運ぶ。

        「ふ、む……」

        口の中に、ホイップクリームの甘みとイチゴの酸味が爽やかに広がる。甘すぎない、ほどよい味だ。

        それからのことは、ほとんど無意識だった。

        美華が笑う。優愛は慌てて口を押さえる。

        （や、やだ、私……！　どうして）

        ――美華の指を舐めたのだろう。

        自分でもわからないが、彼女の指先についたホイップクリームを見ていたらどうしてか舌を伸ばしていた。美華にしても、まるで舐めろと言わんばかりに指を目の前に留まらせるものだから、ついそうしてしまった。うまく誘導されたような気がする。

        「もっと食べたい？」

        「う……ええと……」

        優愛が首を縦に振る前に美華は言葉をかぶせる。

        「じゃあ、私ごと食べて」

        「……っ!?」

        美華は自身の指をぺろりと舐めたあと、背中に手をまわした。背中にあるワンピースのファスナーを下ろす。ジーッ、という音が妙に大きく聞こえた。

        女性の下着や裸を見るのは初めてではない。何度だって見たことがあるし、とくになにも思わなかった。それなのに、いまは異様なまでに胸が高鳴っている。

        美華のワンピースの袖が彼女の腕から抜けていく。真っ白な総レースの下着をつけた彼女は端はたからみれば清純そうだ。

        優愛は美華から目が離せない。胸のふくらみはとても大きいのに、腰はくっきりとくびれている。めりはりのある理想的な体型だ。

        美華は目を伏せて両手を背中へまわし、ブラジャーのホックを外す。下着はすぐにふわりと広がり、ふくよかな乳房を無防備にする。

        下半身が潤むのがわかった。まるで『じゅんっ』と音を立ててそうなっているような錯覚に陥る。

        （きれい……）

        絵画かあるいは彫像か、そういった芸術品を眺めている心地になる。ただ、芸術品を鑑賞するときには決して感じないべつのことも体の中で起こっている。

        大きな乳房の先端は鮮やかな薄桃色だった。このあいだ食べた桃がちょうどこんな色合いだったような気がする。

        優愛はごくりと息をのむ。この乳房は触れたらどういう感触がするのだろう。自分のそれと同じなのか、違うのか。確かめてみたい衝動に駆られる。

        美華が体を動かすと、大きな乳房がゆらりと左右に揺れた。そこばかり見つめてしまっている。美華は崩れたデコレーションケーキのホイップクリームを指でつまみ、自身の胸に塗りつけた。

        「……食べて」

        そうして胸を突き出されて、拒む者などいるものか。

        優愛はふたたびゴクッと喉を鳴らし、ソファから下りてカーペットの上に座り込んだ。美華は自分でそうしたくせに、どこか恥ずかしそうにしている。

        彼女の左の胸についたホイップクリームめがけて身をかがめる。近づくと、生クリームの甘い香りがした。それに混じって香るのは、美華の匂いなのだろう。

        どくどくどくどく。心臓は早鐘だ。床についた両手がわずかに震える。ありえないくらい緊張している。

        口を開け、舌を伸ばす。距離の目算が間違っていたらしく、このままでは彼女の乳頭を舐めることができない。優愛は顔を前へと動かす。

        「ぁっ……！」

        小さな喘ぎ声とともに口の中に広がった甘みは極上だった。先ほど食べたイチゴよりも、こちらのほうが俄然、美味しい。

        気がつけばべろべろと無遠慮に舐めまわしていた。乳首についたクリームをくまなく舐め取るために乳首のまわりを舌でぐるぐると周回する。

        「ひゃんっ、ん……優愛ちゃん……あぁっ、はぁん……！」

        美華の喘ぎ声は性的な可虐心をくすぐる。もっと喘がせてみたくなる。優愛はすぐに彼女のもう片方の乳房をわしづかみにした。指のあいだから柔肉がはみ出す。ふにゃりとした感触は自分のものよりも柔らかく、それでいて張りがあるような気がした。

        （ああ、なにこれ……）

        初めての感覚に優愛はとりこになった。手に感じる柔らかさと、舌で触れる甘いつぼみに性的な部分を挑発される。優愛は足の付け根をもじもじとこすり合わせながら手と舌で美華のふたつのいただきを執拗にまさぐった。

        「ぁんっ、あぁ……はっ、ぅうっ！」

        彼女の喘ぎ声がしだいに大きくなっていく。それがまたたまらない。

        気がつけば美華の体を床に押し倒していた。口に含んだ彼女の乳頭のこりこりとした感触は病みつきになる。飴玉のように舐め転がすと、美華は両脚をばたつかせてもだえた。

        「優愛、ちゃぁん……」

        美華に、甘えた猫なで声で名前を呼ばれた優愛はおもむろに顔を上げる。

        濃いグレーのカーペットの上に広がった金髪と、濡れた碧い瞳。美華のふくらみの先端は唾液とホイップクリームでぐちゃぐちゃになっててらてらと光っている。

        （私、は……いったいなにを）

        我を忘れるというのはこういうことなのか。はぁ、はぁと自分自身の呼吸がやけに大きく聞こえる。

        それまで無表情だった美華が、なにかを悟ったように口の端を上げる。

        「もっと……して？　コッチも……触ってもらいたいの」

        彼女が指し示しているのは足の付け根だ。美華は腰のあたりでもたついていたワンピースをずるりといっきに足先まで引き下げた。レースの白いショーツの中に手を入れ、甘い声で「ここよ」と言って優愛を誘う。

        「ど、どういうふうに触ればいいのか……わからない」

        彼女に手を出さない、という選択肢は初めからなかった。

        「優愛ちゃんがされて気持ちいいようにすればいいの」

        「私が……？」

        先日のことを思い出す。美華にどんなふうに触れられたのか思い出すなり、頬に熱が集まった。

        「……あら？　なにか思い出しちゃった？」

        美華はくすっ、と笑って優愛の手首をつかむ。優愛は美華にうながされるままショーツごしに彼女の秘所に指を這わせる。

        （ええと……気持ちいいところって、このあたりよね……）

        美華の割れ目をたどって生地の上に際立たせたあと、ほんの少しだけ指先に力を込めて敏感な豆粒を探る。

        「ぁん……っ」

        どうやら目的の箇所にたどり着いたらしい。美華は豊満な乳房を揺らして身をよじる。

        （ここを、こう……こんなふうにすれば）

        こりこりとした雌核を優愛は人差し指で絶え間なく押す。

        「ァッ、ぁんっ……ぁあっ、んっ……！」

        指でそこを押すたびに美華は短く喘ぐ。

        「……染みになってきた」

        優愛がぽつりと言うと、美華は唇をきゅっと噛み締めた。

        「だって……優愛ちゃんの指が……気持ちいい、からぁっ」

        歯がゆそうに体を揺らして美華は「もっと」とねだってくる。哀願してくる彼女の顔を見ていると、下半身のあらぬところがトクトクと疼いて仕方がなくなる。

        染みになっている部分を中指でぐりぐりと押したあと、優愛はショーツの端を持ち上げた。ドクン、とあらゆるところが脈を打つ。緊張しているし、性的にも興奮している。自分のものはおろか、他人のそこがどうなっているのかはっきりと目にしたことはない。

        美華の陰毛は彼女の髪の色と同じ金だった。茂みは浅く、肌が透けて見える。

        （こんなふうになってるんだ……）

        優愛は深呼吸をして、さらに身をかがめる。間近でよく見てみたいと思った。

        （これが陰核で、こっちが――）

        透明の液体がこぼれ出ているのが、膣口。その奥がどれほど深いのか、外から見ただけではわからない。

        いきなり触れては痛むだろうか。優愛は美華の蜜口をためらいがちに指でまさぐる。

        「ふぁ、あぁんっ……！」

        ぬちゅっ、くちゅっと水音が立った。優愛の指が美華の蜜道の浅いところをこちょこちょとくすぐる。優愛は遠慮してそんなふうに指を動かしていたが、美華にはそれが焦れにつながった。

        「やぁっ、あん……っ、はぁあんっ！　焦らしちゃ……やぁあっ」

        「え――」

        そんなつもりはないのだけれど、と心の中でだけ弁明して、優愛は中指を狭道の奥へと進ませる。

        「あ、あぁっ！」

        美華の両膝がガクッ、ガクッと揺れ動く。

        （どこまで入るんだろう……？）

        こんなにも奥まで入るものなのか、と驚きつつ優愛は指を押し進めた。中指の根もとまですっぽりと入ってしまったものの、これからどうすればよいのかわからない。

        優愛が戸惑っていることに気がついたらしい美華が助け舟を出す。

        「前後に動かしてみて？　……初めは、ゆっくり」

        「ん、うん……」

        美華の中はとてつもなく熱かった。中指のすべてを締め付けられているせいでよけいにそう感じるのかもしれない。美華の狭い膣内で優愛はゆっくりと指を動かし始める。

        ぐちっ、ぬちゅっという水音が美華の中から響く。美華は気持ちがいいらしく恍惚とした表情を浮かべて「あんっ、あぁんっ！」と高らかに喘いだ。

        「クリも、触って……一緒に、ナカと一緒にぃっ！」

        切羽詰まったようすでそう言われ、優愛は慌てて左手を動かす。ぷっくりとふくらんだ肉粒をつまんでひねり上げると、美華は悲鳴じみた嬌声を上げて体をのけぞらせた。

        「ひぁあぁあっ――！」

        彼女の内側がびくっ、びくっと打ち震える。美華は胸を大きく上下させながらとろんとした目つきで優愛を見る。

        「ふぁ……すぐ、イッちゃった……」

        気だるそうにむくりと起き上がり、美華は優愛のむき出しの乳房をツンと人差し指でつつく。

        「お互いにベタベタしてるわね。一緒にお風呂でもどう？」

        「そう……だね。そうさせてもらう」

        一緒に――というところが少し引っかかるけれど、女性同士なら一緒にお風呂に入るのなんて大したことじゃない。

        （……ううん、違う）

        美華は風呂の準備をするためかリビングから出て行く。そんな彼女の華奢な背中を優愛はじいっと見つめる。

        もはや私たちに『女性同士』という言葉が当てはまるのか、わからなくなってきた。こんなことをしてしまっているのだ。相手を性的な対象にしている時点で性別は関係ない。

        優愛はブラウスの前を両手でかき合わせて、浴室から戻ってきた美華のあとについていく。

        （一番じゃなくてもいい、なんて美華ちゃんは言ってたけど）

        そもそもいま、ほかに想い人すらいないのだ。だれかを好きになるというのがどういうことなのか、いまひとつピンとこない。

        脱衣所に着くなり美華に服を脱がされ、優愛はうろたえる。

        「どうせ裸になるんだから、ね？」

        「それはそうだけど……自分で、脱ぐよ」

        「そう？　私は優愛ちゃんに脱がせてもらいたいけど」

        美華を脱がせる――といっても、彼女が身につけているものはゆるくなったブラジャーと濡れそぼったショーツだけだ。

        優愛は自分が丸裸になったあとで美華の下着に手を掛けた。

        （……さっきも見たのに）

        乳房も、下半身の大切なところも先ほどまじまじと見た。それなのに、なぜだろう。下着を剥ぎ取ろうとしているだけなのに妙にどきどきとして落ち着かない。

        優愛は美華のブラジャーの紐をそっと肩から外したあと、体を低くしながら彼女のショーツを下へずらして足先から抜けさせた。

        優愛はしゃがみこんだまま美華の裸体を見上げる。

        ふたたびまみえた彼女の秘所はまだ濡れていた。乳房の先はツンと尖っている。

        「……きれい」

        純粋にそう思った。体の線は細いが乳房はとても豊かで、ウエストやお腹まわりは引き締まっていて無駄なものがなく、だれが見ても「美しい」と言うだろう。

        美華はなにも言わない。ただ、頬を赤く染め上げるばかりだ。

        「……恥ずかしいの？　もしかして、照れてる？」

        立ち上がりながら尋ねると、美華はうつむいたまま「両方」とつぶやいた。

        （自分からお風呂に誘ったくせに）

        美華はいまさら胸もとを腕で隠して「中へどうぞ」と口早に言って浴室内へ入ってしまった。うろたえたようすの美華が何だか可愛くて、優愛は口もとをほころばせたまま浴室の中へ足を踏み入れる。

        浴槽にはお湯が張ってあった。立ち込める湯気が美華をいっそう色っぽく魅せる。浴槽は女性ふたりならば充分すぎるほどの広さだった。美華はかかり湯をしてから浴槽の中に入った。優愛も彼女と同じように体に湯をかけて美華のあとに続く。

        ぬるすぎず、熱すぎず。ちょうどいい湯温だった。

        「ふー……」

        我ながら気の抜けた声だな、と頭の隅で考えながら浴槽の壁に体を預ける。美華はというと、落ち着かないようすでこちらに視線を向けている。

        優愛は首を傾げながら「どうかした？」と尋ねる。

        「……そっちに、行ってもいい？」

        恥じらいを含んだ声音のように思えた。

        （やだな、さっきまでゴリゴリ押してきてたのに……急にしおらしくなっちゃって。どうしたんだろ）

        優愛はあごに手を当ててわざとらしく「うーん」と声を出して頭をひねる。そんな反応をされるとは思っていなかったらしい美華は唇を噛み締めて優愛の返答を待っている。それはまるでおあずけを食らっている子犬のようだった。

        優愛は大きく息を吸い、吐き出すのと同時に返事をする。

        「いいよ」

        すると美華は表情を一変させた。お湯をかき分けて優愛に詰め寄る。

        「――っ!?」

        なにをされるかと思えば、性急に唇を塞がれた。

        「ん、んっ……」

        ちゅ、ちゅっと何度も唇を啄まれる。唇が離れたすきに優愛は美華の両肩をつかんだ。

        「ちょ……美華ちゃん、待って。いいよ、って言ったのは、その……」

        こんなことになるとは予想していなかった。ただ単に彼女がそばにやってくるだけだと思っていた。

        「だって……優愛ちゃん、裸なんだもん。だから触りたくなる。仕方がないことなの」

        美華は今度は優愛の首すじに唇を寄せた。ちゅうっと強く吸い上げて、鎖骨のあたりまでれろれろと舌を這わせる。

        「ンン……ッ」

        お湯よりもぬるい、舌の生温かさが身にしみる。舐められたところを核にしてぞくぞくとしたわななきが全身に走る。

        「優愛ちゃんっ……」

        美華が胸を押し付けてくる。湯面すれすれのところにある乳房は美華が体を揺らすと優愛のそれに当たってさらに湯を波立たせる。ぱちゃ、ぴちゃっという湯の弾ける音がいやに卑猥なものに思えてくる。

        「は、ぁあ……んんっ」

        美華は自身の乳房をふたつとも手でつかんで優愛の乳頭めがけてこすりつけた。

        「ぁっ……！」

        優愛の両肩がびくっと跳ね上がる。乳頭はもともと硬く勃ち上がっていたが、美華の薄桃色が触れることでいっそう歓喜して凝り固まった。

        「あぁ、気持ちいぃ……。優愛ちゃんの乳首と私のが、ぶつかってる」

        なまめかしく息を荒げながら美華は両手を執拗に動かす。こうなると下半身が焦れてくる。湯の中で息をひそめている小さな豆粒をいじりたくなってくる。それはきっと美華も同じだろう。

        優愛はそっと下半身に手を伸ばす。右手は美華の秘めたことろへ、左手は自分の『いいところ』へ。

        「ひぁっ!?」

        彼女の陰毛をわずかばかり撫でただけだった。美華はまったく予想していなかったのか、悲鳴さながらの声を上げて目を丸くしている。

        「あ、ううん……いいの。優愛ちゃんの、好きにしていいの」

        碧い瞳が細くなり、花が咲いたような笑顔になる。

        「触って……」

        美華に乞われ、ドクッと全身が脈打った。その笑顔に、身も心も震わされる。優愛は短く息を吸い、美華の陰毛にあてがっていた指先を下へと滑らせた。彼女の秘芯は湯の中であってもすでにぬめり気を帯びているのがわかった。ぬるりとした裂け目を指でそっと割る。

        「ひゃぅっ！」

        猫が鳴くような声を出して美華は優愛にしなだれかかる。体が密着することでいっそう乳房が押し重なり、心地よい圧迫感に見舞われる。

        「ぁ、ん……んッ！」

        優愛もまた美華と同じように喘ぎながら彼女の秘所と、それから自分の肉粒を指でまさぐる。こすれ合う乳首とあいまって快感がいっきに駆け上がってくる。

        「はん、だめぇ……っ。そんなふうにされたら、またすぐに……ぁあ、あっ！」

        美華の体が小刻みに揺れ始める。優愛はここぞとばかりに美華の花芽をこすり立てた。自分の豆粒も、同じように指を素早く往復させてひたすらに愛でる。

        「んぁ、あっ……優愛ちゃん……！」

        名前を呼ばれるとお腹の底が甘く疼き、幸福感に包まれる。

        （呼び返したら、美華ちゃんも同じ気持ちになるのかな）

        優愛は荒い呼吸の合間に「美華ちゃん」とつぶやいた。すると彼女の肩が大きく弾んだ。

        「あぁ、だめ……！　もぅ……あっ、あぁああっ――!!」

        美華の快感が極まったのがわかった。同時に優愛もびくっ、びくっと体の内側を脈打たせる。

        ふたりの荒い呼吸が入り混じる。耳もとで聞こえる「はぁはぁ」という吐息が自分のものなのかあるいは美華のものなのかわからなくなってくる。

        頭の中がぼんやりとしている。気だるいけれど心地がよい。このまま抱き合っていたら、お互いに眠ってしまうのではないかと思った。

        「そうだ……マッサージしてあげるわね。今日、来てくれたお礼」

        なにかに魅入っているようなうっとりとした笑顔のまま美華は言葉を継ぐ。

        「ひとまず湯船から出ましょう。ふたりとものぼせちゃう」

        「んん」

        優愛はうなるような返事をして浴槽から出る。風呂椅子に座るよう促されたので、そうした。

        「失礼します」

        職業柄なのか美華は丁寧な口調でそう言って、手のひらに泡立てていたボディーソープを優愛の肩に塗りつける。ほどよい指圧で肩を揉みほぐされる。

        「はぁ……美華ちゃんの手、すごく気持ちいい」

        優愛がぽつりとつぶやくと、美華は泡を背中に塗り広げた。ふにゃり、と背中に柔らかなものが当たる。

        「気持ちいいのは私の手だけ？」

        優愛の背中にわざとらしく乳房を押し付けながら美華は訊いてくる。

        「ん、うぅ……」

        柔らかさの中に硬いものも混じっていて、その感触の差が何とも言えない。背に当たる美華の乳房と乳頭が快感を煽る。

        「ぜんぶ……気持ちいい」

        素直に告白すると、美華は「ふふっ」と声を漏らして笑い、優愛の胸もとへと両手を向かわせた。泡まみれの手で双乳をわしづかみにされる。

        「んぁ、っ……！」

        乳房は下から持ち上げるようにしてゆさゆさと踊らされている。肩を揉まれることでひとやすみしていた乳頭だが、やすんではいられないと言わんばかりにむくむくと起き上がってきた。

        「触らなくてもそんなふうになっちゃうのね、優愛ちゃんの乳首は」

        美華は優愛の胸をうしろからのぞき込んでいる。

        「ふ、ぁう……っ。美華ちゃん、だって……エッチな体のくせに」

        後ろ手で彼女の下半身をまさぐる。

        「あ、だめっ……」

        美華が股を閉じる前に優愛の指が割れ目をかすめた。案の定、ぬるりとした液体が指先に付着した。

        「ほら、やっぱり濡れてた」

        「……っ」

        美華はバツが悪そうに唇を噛み締める。腹いせのつもりなのか、親指と人差し指で優愛の乳首をぎゅうっとつまみ上げた。

        「ふぁあっ！」

        しかし優愛にとっては褒美でしかない。すべやかな指先で乳頭をつままれるとそれだけで絶頂してしまいそうになる。美華は優愛の乳首を引っ張り上げながら舌をのぞかせる。優愛の耳たぶをちろちろといたずらにくすぐる。

        「あっ!?　だ、だめ……ん、んぅっ！」

        「ふぅん……優愛ちゃんは耳が弱いのね？」

        くすっと嘲笑して美華は優愛の耳殻を舌先でたどる。優愛がくすぐったそうに肩をすくめると、さらに笑みを深めて耳たぶを舌でぴちゃぴちゃとなぶった。

        「やぁあっ、だめっ……！」

        優愛はとっさに立ち上がろうとした。しかし美華にうしろから抱き締められる恰好になり、逃げ出すことができない。

        耳たぶを這う美華の舌の感覚は何ともこそばゆい。乳頭を引っ張るのと同時にそうされると、くすぐったさと快感が一緒くたになって心身を追い立ててくるのだ。浴室内の熱気に当てられたのか、めまいまでしてきた。

        「や、あぁ……ホントに……ふぁあ、あっ!!」

        下半身の敏感な肉粒を細長い指で挟み込まれ、そしてぎゅうっとひねり上げられる。そうなるといよいよたまらなくなってくる。

        「ふはぁっ、あぁ……イッちゃ……ぁあ、あぅっ！」

        「もっと喘いで……？　優愛ちゃんの声を聞いてると、私も気持ちよくなってくるの」

        美華は体をひっきりなしに左右に揺らして優愛の背中に乳頭をこすりつける。彼女が自慰さながらのことをしてくるものだから、官能的な雰囲気にのまれてたやすく絶頂してしまう。

        「――ぁっ、あぁ……ッ」

        優愛がガクリと頭こうべを垂れると、美華はやや不満そうに唇を尖らせた。彼女はまだまだ物足りないらしい。

        「……泡を落としてサッパリしましょう」

        平坦な調子でそう言って美華は立ち上がる。シャワーヘッドを手に取ってお湯を出したかと思えば、風呂椅子に座ったままの優愛の脚を左右に開かせた。勢いよく出てくるシャワーの湯を、絶頂したばかりの小さな豆粒に惜しみなく浴びせる。

        「ひぁああぁあっ！」

        否が応でも絶叫してしまう。すると美華は白々しく「あら？」とつぶやいた。

        「私はただ、優愛ちゃんの体についた泡を流しているだけなのに」

        「うぅ、うっ……ぁあんっ！」

        キュッ、と子気味よい音を響かせて美華はシャワーハンドルをひねって湯を止める。優愛の正面にまわりこみ、その下半身をまじまじと見つめた。

        「あぁ……優愛ちゃんたら、まだ満足いかないみたいね？　ココ、ヒクヒクしてる……」

        「ふっ……あ、ぁっ」

        敏感になりすぎている淫核を指でツン、ツンッと押される。たまらず身をくねらせると、ふたつの乳房がふるりと揺れ、先端についていた泡が足の付け根にたらりと落ちた。

        「……ナカもいじってあげる」

        美華は口の端を吊り上げ、優愛の内奥へ向かって指を押し込む。

        「あぁ、あ、んっ……！」

        内側はよく濡れている。美華の指が無遠慮に入ってきても痛みは感じない。

        「どうしようもなく気持ちよくなるところがどこか……知ってる？」

        その問いに対して声もなくふるふると首を横に振ると、美華は「ここよ」と言いながら膣内で指を折り曲げた。

        「ひゃっ!?」

        彼女の指がお腹側をこすり始めた。決して速くはない。どちらかというと緩慢だ。ゆっくりと一定のリズムを刻んでいる。

        「ふぁ、あ……あ、あぁっ」

        身の毛がよだつ、というのは語弊があるだろうか。いまだかつて経験したことのない感覚に見舞われ、卒倒してしまいそうになる。

        「ここも一緒にいじると、なおいいのよね……」

        小さな声でそう言って美華は優愛の花芽を左手の人差し指で押しなぶった。

        「ひぁあ、あっ！」

        優愛はぶんぶんと首を横に振る。このままではなにもかもおかしくなってしまう。そんな気がした。

        （な、なにかが――）

        得体の知れないなにかがせり上がってくる。そして、自分自身ではそれを制御することができない。恐ろしくなった。

        「だめっ、やめて……！」

        しかし美華は笑うばかりで体の中から指を抜こうとしない。それどころか陰核をなぶる動きを活発にさせた。

        「も、だめ……あ、ぁ、あぁぁあぁあっ――!!」

        これほど大きな声で叫んだことがあっただろうか。下半身がひとりでに震え、そこからなにかがぷしゅうっと勢いよく飛び出した。

        ――これが『潮吹き』というものだと、優愛はあとから知った。

        


        　

        　

    

    
        第三章　同窓会

        　

        同窓会に行かないかと話を持ちかけてきたのはサヤ。そういう話を持ちかけてくるのは、決まってサヤだ。

        『優愛ちゃんは行く？　同窓会』

        「あー……うん。サヤに誘われたから、行こうかと思ってる」

        『そっか。じゃあ私も行こうかな』

        電話口から聞こえてくる美華の声は少しかすれていた。自分の声も彼女と同じだ。その理由は言わずもがな、先日の淫らな戯れのせいである。

        「……美華ちゃんが来るって思ったら、楽しみになってきたなぁ……同窓会」

        優愛はスマートフォンを耳に当てたままベッドの上でごろんと寝返りを打った。

        『……んもぅ、優愛ちゃんたら。嬉しいこと言うのね』

        美華の声はどことなく弾んでいる。

        （おだてるつもりで言ったわけじゃないんだけど……美華ちゃんは喜んでるみたいだから、まぁいいか）

        『はぁ……何だかムラムラしてきちゃった。ねぇ……エッチしましょう？　電話で、するの』

        「えっ？」

        突然の誘いに優愛はベッドから飛び起きる。

        「電話で……？　どうやって？」

        『相手にしてもらいたいことをお互いに言うの』

        「ええっ……？　それ、何だかすごく恥ずかしいような……」

        『だからいいんじゃない。本当は会いたいけど……優愛ちゃん、明日もお仕事でしょう？』

        「う、ん……うん。じゃあ……電話で、してみる」

        美華が『ふふっ』と笑ったのがわかった。彼女はすでにこの行為を楽しんでいる。

        『優愛ちゃん、いまどんな服を着てる？』

        優愛は自分の服を見下ろす。前開きのパジャマとズボンだ。花柄のこのパジャマはもう何年も着ている代物で、我ながらちょっと野暮ったい。

        「えっと……前開きのパジャマとズボンだよ」

        よけいなことは言わないでおこう。すると美華は『そっか』とだけ返してきた。柄については追求されなかった。

        『じゃあ、パジャマのボタンを外して？』

        「うん……」

        優愛はパジャマのボタンをひとつひとつ外しながら美華に尋ねる。

        「美華ちゃんはいまどんな恰好なの？」

        『……私？　ふふ、どんな恰好だと思う？』

        「ええっ、ずるいよ。質問で返すなんて」

        『ちょっとしたゲームのつもりで、ね？　想像してみて』

        「うーん……」

        美華が夜、着ていそうなものを思い浮かべてみる。

        （……バスローブ、とか？）

        思いついたまま言ってみると、美華はどこか楽しそうに『ぶっぶー』と言った。

        「えー？　わからないよー……。あ、パジャマのボタンを外し終えたよ」

        『そう。じゃあ下着も外して？』

        「下着……はつけてない」

        『あらそうなの？　じゃあ私と同じね』

        「美華ちゃんも、寝るときは下着をつけない派？」

        しばしの間があった。優愛は「美華ちゃん？」と呼びかけて答えを催促する。その沈黙がなにを意味するのか、このときはわからなかった。

        『下着、っていうか……なにも着てないわ。私、寝るときは裸なの』

        「ええっ!?」

        優愛は頭の中で、ベッドに裸で横たわっている美華を思い描いた。ああ、バスローブ姿よりもしっくりくるかもしれない。

        「そ、そうなんだ……」

        ごくっ、と息をのんで美華の出方を待つ。

        『……ふふ。ええと……それじゃあ優愛ちゃん。パジャマのズボンも脱いで？　ショーツは、穿いてるでしょう？　そっちはそのままでいいから』

        優愛は「うん」と返事をしたあと、電話をスピーカーフォンにしてズボンを脱いだ。

        「脱いだよ」

        『そう……。乳首を両方ともつまんで？　強くしちゃだめよ。触れるか触れないかの強さで、つまむの』

        「う――ん……」

        優愛はベッドの上に座り込んだまま両手をそろりそろりと動かして、親指と人差し指でそっと乳首に触れた。自分の手のはずなのに、そうではないような気がしてくるのが不思議だった。

        『優愛ちゃん、私にも指示を出して』

        「あ……えっと、じゃあ……」

        やはり声に出すのは恥ずかしいが、ここまできたらそうも言っていられない。

        「ち、乳首を……指で、押してみて」

        『ん……どんなふうに押せばいい？』

        「ゆっくり……じれったくなるように」

        『わかった……』

        しばしのあいだお互いになにもしゃべらなかった。

        （美華ちゃん、私の言うとおりにしてるかな……？）

        確かめようがないけれど、彼女から提案された話だ。きっとそうしていることだろう。

        『ふ……』

        彼女のなまめかしい吐息が電話口から聞こえてくる。

        『はぁん……気持ちいい……。美華ちゃん、もっと激しくしてもいい？　もう、たまらないの……』

        切実そうな声音だった。その声を聞いただけで、美華の表情がありありと想像できた。優愛は蜜口の奥がじゅんっ、と疼くのを感じながら「いいよ」と答えた。

        「脚を広げて、下もいじってみて。私も……触りたくてたまらない」

        美華のそこに、そして自分のそこにも。触りたくて仕方がなかった。

        『んぅ、ん……！　優愛ちゃんは、まだ直接触っちゃだめ……。ショーツの上から、指でゆっくりこするの』

        美華の息遣いを感じながら優愛は脚を左右に大きく開き、人差し指でショーツのクロッチ部分を撫でる。

        「ふぁ、あ……ぁあ……っ」

        指でなぞるだけでは物足りなくて、爪を立てて生地ごしに陰核を刺激する。膣口から愛液があふれてくるのが感覚でわかる。下半身をのぞき込んでみると、案の定、黒いショーツに丸い染みが浮かび上がっていた。

        『はぅ、んん……優愛ちゃん……！　指……ナカにぃ……！』

        美華が哀願してくる。優愛はすぐに言葉を返す。

        「入れて……奥まで」

        『ふぁ……あっ。優愛ちゃん、下着を脱いで……！　クリをぎゅってつまんで』

        優愛は荒く息をしながらあいまいに「んん」と答えてショーツを引き下ろす。それからふたたび脚を広げて、右手で自身の小さな豆粒をぎゅっとつまんで引っ張った。

        「んぁあっ……！」

        まるで電流が走ったようだった。体の中をなにかが突き抜け、快感のうねりがいっそう大きくなる。

        『乳首を……いじるのも、忘れちゃだめぇっ……』

        「美華ちゃんも、ね……ん、んぅうっ」

        優愛はベッド端の壁に背をあずけてから左手で乳頭をひねり上げた。両手の指先を素早く動かして自分自身の快楽を高める。

        『ねえ、聞こえる？　んん……っ。私のナカ、ぐちゅぐちゅって……音がするの』

        電話は美華の水音までは拾ってくれない。

        「聞こえない、けど……感じる。美華ちゃんのナカが、どうなってるのか」

        いまにも消え入りそうな彼女のか細い声を聞いているだけで、美華がどんな状態なのか何となくわかる。蜜壷をしとどに潤ませて喘ぎ、もだえ、のたうちまわっているような気がする。

        「あぁ……も……イきそ……。美華ちゃんのことを想像したら……ッ」

        『はふ……っう、んん……！　私もぉっ……!!』

        薄桃色のいただきを前後左右になぶり、充血した花芽を押しつぶす。すると、あっという間に絶頂してしまった。

        電話口から『あぁぁあっ！』という大きな嬌声が聞こえてきた。どうやら美華も達してしまったらしい。

        『はぁ……はぁっ。イッちゃった……』

        「……私も」

        優愛はどさりとベッドに倒れ込んだ。体に力が入らない。

        『ふふ……楽しかった、ね』

        美華もいま自分と同じようにぐたりとしてベッドに横たわっているのだろうなと想像しながら、優愛は彼女の笑顔を思い浮かべたままゆっくりと目を閉じた。

        　

        同窓会は駅の近くの居酒屋で行われた。集まったのは二十人程度。優愛はサヤ、そして美華と駅前で待ち合わせてから居酒屋へ向かった。

        「あーっ、美華ちゃん！　久しぶりーっ！」

        居酒屋に着くなり美華は数人の女性に囲まれた。美華が同窓会に顔を出すのは稀だからだろう。

        （美華ちゃんは人気者だなぁ……。隣に座れるといいんだけど）

        畳敷きの部屋へ靴を脱いで上がる。美華はまだ女性たちに取り囲まれたままだ。そわそわしながら美華のようすをうかがう。

        （昔から人気者だったもんね、美華ちゃんは。……クラスのだれかと付き合ったこととか……あったのかな）

        何だかモヤモヤしてきた。高校時代のクラスメイトと楽しそうに話をしている美華がやけに遠い存在のように思えてくる。

        （よく考えてみたら女のひとだけが好きとは限らない。男のひとも、好きになるのかもしれない）

        ――ああ、思考がどんどんネガティブになっていく。

        ふと、美華と目が合った。すると彼女はにっこりと笑って、それからようやく畳敷きへ上がり込んできた。迷うことなく優愛のもとへやって来て、隣に腰を下ろす。そうしてニッコリとほほえまれる。すると、それまでのモヤモヤとした気持ちがいっきに吹き飛んだ。

        　

        同窓会は終電ギリギリまで催された。二次会へ行くひともいたが、優愛と美華は家に帰ることにした。ノリがよいサヤはもちろん二次会組である。

        優愛と美華の自宅は近いので、自然と帰り道が同じになる。二人が乗った車両にはほとんど人の姿がなかった。優愛と美華は二人掛けの座席に並んで座った。電車に揺られながら、右横に顔を向けて窓の外の過ぎゆく景色を眺める。

        「……高校のときのこと、訊いてもいいかな」

        優愛は意を決して美華に語りかけた。

        「うん？」

        窓の外を眺めているのに、視界に景色は映っていない。窓ガラスに反射する美華の顔だけが目に入る。

        優愛はゆっくりと顔を前へ戻して、大きく息を吸った。

        「高校、のとき……付き合ったひと、いた？　その……クラスメイトのだれか、とか」

        ガタンゴトン、ドクンドクン。電車の走行音と心臓の鼓動が重なる。

        美華の顔を見るのが怖い。こんなことを尋ねてしまって、呆れられただろうか。あるいは、言いづらいことを訊いてしまって困らせているだろうか。

        優愛は目だけを動かして左隣をうかがった。美華はきょとんとした顔をしている。しかしすぐに「ふふっ」と声を出して笑った。困ったような笑顔だ。

        「いないよ、付き合ったひとなんか。……優愛ちゃんが、全部初めてだもん」

        美華はわずかにうつむき、口もとに手を当てた。

        「優愛ちゃんが私の家に来てくれたの……本当に嬉しかったんだから。それで、つい……我慢できなくなって……」

        彼女の頬がみるみる赤く染まっていく。赤みは耳まで達した。美華の肌は透けるように白いから、朱がよく映える。

        優愛は心の底から歓びにあふれるのを感じた。

        （全部、初めて――私が。私だけが、美華ちゃんのあんな姿を知ってるんだ）

        そう思うととたんにこみ上げてくるものがあった。この想いを口にせずにはいられない。

        「私……美華ちゃんのことが好きだ」

        もともと大きな美華の碧い瞳がいっそう見開かれる。優愛は矢継ぎ早に言う。

        「美華ちゃん、前に言ってたよね。『一番じゃなくてもいい』って……。私、二番目のひとなんていないけど――美華ちゃんが一番好き」

        どうしてか涙腺が熱くなった。気をゆるめたら涙がこぼれ落ちてしまいそうだ。しかし先に涙をあふれさせたのは美華だ。透明な水粒が彼女の白い肌をツウッと伝う。

        「私……高校のときからずっと優愛ちゃんのことが好きだったんだよ。本当だよ」

        そんなことを言われては嬉しいことこの上ないのだが、同時に疑問も浮かんでくる。

        優愛は自身の頬をポリポリと指でかきながら美華に問う。

        「えっと、私の……その、どのへんが？」

        高校時代、彼女とはとても仲がよかったが、高校を卒業してからは顔を合わせる機会がしだいに減っていった。優愛は短期大学、美華は美容系の専門学校に進学した。優愛もそうだと思うが、進学先の学校で新しい友人ができた。そうして新しい環境で新しい友人と過ごす時間が増えて、段々と疎遠になってしまったのである。

        （新しい学校で、新しい友達との付き合いもあるだろうから、って……遊びに誘うのは遠慮したこともあるけど）

        もしかしたら美華も同じだったのかもしれない。お互いに気を遣っていたのかも――。

        美華は優愛の顔を見ながら唇を噛みしめる。いつになく恥ずかしそうだ。

        「優愛ちゃんの好きなところはいっぱいあるよ。そうね……へんに取り繕ったり飾ったりしないところとか。優愛ちゃんは正直に何でも言ってくれる」

        「はは……考えなしに何でも口にしちゃうからな、私……」

        優愛は苦笑いを浮かべる。

        「いいことも悪いこともはっきりと言ってくれるから、いいの。裏表がなくて、純粋で……。あぁ、本当に大好き」

        心なしか彼女の顔が近づいた。いや、気のせいではない。美華は確かに詰め寄ってきている。

        「……少しだけ、触ってもいい？」

        「えっ!?」

        ――触る？　どこに？

        手や顔など目に見えているところに触れるだけならばわざわざ許可を取らないだろう。あえて訊いてきたのは、秘された箇所に触るつもりに違いない。

        優愛は背すじを正して電車内を見まわした。終電ということもあって乗客はみんな眠ってしまっている。ここは最終車両の一番後ろの席だ。降り口は前のほうだから、よほどのことがなければだれもやってこないだろう。

        「ん……じゃあ、私も美華ちゃんに触りたい」

        美華はすぐにコクリとうなずく。それからすぐに彼女の手が紺色のカットソーの裾へと伸びてきた。服の中に入り込んだ美華の手がブラジャーを撫で上げる。ホックの場所を探しているようだった。前にはないとわかったらしく美華は両手を優愛の背中にまわしてブラジャーのホックをプチンと弾く。

        優愛もまた美華の白いブラウスを乱す。胸もとのボタンだけを外してみる。彼女の下着はフロントホックだったので、背中に腕をまわさずとも容易に外すことができた。

        「だれもこないかな……」

        美華の乳房をだれかに見られるのは嫌だ。

        「んん……もしだれか来たら、抱き合ってお互いを隠しましよう？」

        「……そうだね」

        優愛は口の端を上げて美華の乳房をあらわにする。真っ白なブラウスから豊満な乳房が躍り出るさまはじつに卑猥だった。電車の中という背徳感もあいまって、よけいに興奮してしまう。

        優愛は美華の乳房をじいっと見つめ、その先端を指でつつく。

        「ぁん……っ」

        美華は小さく喘ぎ、くすぐったそうに肩を揺らす。

        「んもぅ……私だって優愛ちゃんに触りたいんだから」

        そう言うなり美華は優愛のカットソーを中のブラジャーごと胸の上までめくりあげた。

        「あ……」

        ――電車の中で、互いに乳房をさらしている。

        ドクン、と体の中枢が大きく鼓動した。美華もまたこの状況に興奮しているのか、いまにも倒れてしまうのではないのかと思うくらい顔が赤い。

        優愛は美華の上気した肌を撫でまわしたあと、魅惑的な乳房をわしづかみにした。彼女の肌はしっとりとして、いつにもまして手に吸い付くようだった。お酒のせいで汗ばんでいるのかもしれない。

        自分の手で形を変える柔らかな乳房は揉めば揉むほど虜になる。

        「……ふぁっ、は……ぁん」

        吐息とともに漏れ出る美華の嬌声はいつ聞いても情欲をそそられる。彼女の声だけでも下半身が潤んでしまうのに、美華も負けじと胸の飾りをいじってくるものだからたまらない。

        「んぁっ……美華、ちゃん……！」

        「んん……あぁん……ッ」

        ふたりしてそれぞれの乳頭を親指と中指でつまみ、人差し指で小刻みにくすぐる。

        （ああ、これだけでイッちゃいそう……！）

        ガタン、ゴトンという電車の揺れすらも下半身を刺激する。互いの乳首をいじり合っているだけだというのにすさまじい快感だった。

        どちらからともなく唇を重ね合う。初めは小鳥が木の実を啄むようだったが、しだいに舌を絡め合わせる濃厚なキスに変わった。

        「んん、ンッ……！」

        くぐもった喘ぎ声を発しながら美華の乳頭を指でつまんで引っ張る。リズミカルに何度もそうして乳首を引っ張ると、美華の喘ぎ声は大きくなっていった。

        「んふ……っ。美華ちゃん、あんまり大きな声を出しちゃだめだよ？」

        ほんの少しだけ唇を離してそう言うと、美華は小さくコクッとうなずいた。瞳にうっすらと涙を溜めて懸命にうなずくさまはじつに健気で、大声を出してはいけないと咎めたのは自分なのに、反して大声で喘がせてみたくなる。

        （私ってけっこう意地悪だったんだな）

        優愛は美華の藍色のスカートの中へと右手を忍ばせる。すると彼女の両脚がビクッと跳ね上がった。

        美華の太ももをゆっくりと撫で上げ、足の付け根をゆるゆるとまさぐる。

        「んぁ……」

        くすぐったそうにしている美華の首すじにキスをして、優愛は彼女の秘裂をショーツごしに指でツウッと撫でた。

        「ひぁっ！」

        美華の口からひときわ大きな嬌声が出たことに驚きつつ、優愛はそれを責める。

        「だめだよ、そんな色っぽい声を出したら。ほかの乗客に気づかれちゃう」

        「だ……って、だってぇっ……！　優愛ちゃんの指が……気持ちよくて……！」

        「少し撫でただけなのに？」

        「んふぅ……っ」

        優愛は美華の湿ったショーツを指で上下にこすり立てて割れ目を際立たせる。指を往復させるたびに美華が「ぁ、あっ」と息を漏らすのがつやっぽくも可愛らしい。

        「んんっ、優愛ちゃぁん……じらしちゃ……やぁっ」

        耳もとでそんな甘い声を出されては、いつまでもショーツごしにそこを刺激するわけにはいかない。優愛はショーツの端から指をくぐり込ませた。

        「はんっ！」

        思いがけず彼女の秘芯に指が当たってしまった。座ったまま美華の下半身を手探りしているので、指の感触で場所を特定するしかないのだ。

        肉粒のまわりにある溝をぐるりと指で一周してから優愛は花芯を指でいたぶる。

        「あぁん……気持ちぃ……。優愛ちゃんのも、触りたい……っ」

        美華は荒い呼吸のまま両手で優愛のボトムスのベルトを外す。手つきがおぼつかない。無理もない。

        「お尻を上げて……？」

        優愛は言われたとおりに腰を浮かせる。そのすきに美華がボトムスと中のショーツを膝のあたりまで引き下げた。

        （こんな恰好……だれかに見られたら大変なことになる）

        秘めるべきところをすべてさらしたこんな状態で電車の座席に座っているなんて非常識なこと極まりない。お酒のせいで大胆になっているのだろう。性に貪欲で、快楽に従順だ。

        「優愛ちゃんも……あふれてる」

        美華にポツリと指摘され、優愛はとたんに恥ずかしくなった。

        「ふふ……恥ずかしいの？」

        「それは、そうだよ……。ンン……ッ」

        蜜があふれているところを美華の細長い指先がつついてくる。水音は電車の走行音にかき消されているものと思われる。

        「ねえ、きっとくちゅくちゅって音がしてるよ」

        美華は嬉しそうに言いながら狭道に指を出し入れする。浅いところだけだ。

        「ふぁっ、あっ……！」

        このままでは彼女のいいようにされるばかりになってしまう。優愛はあわてて美華の体の中に指を突っ込む。

        「あぁんっ……!!」

        突然のことに驚いたらしく美華は体をビクリと弾ませ、気持ちよさそうに目を細めた。

        「美華ちゃんだって……すごく濡れてる。大洪水だよ」

        「そ、そんな……言わない、で……あぁんっ！」

        「いつもより熱い気がする、美華ちゃんのナカ……」

        「それ、は……優愛ちゃんも……！」

        「……んっ」

        指を奥へと突き進めると、美華も同じように指を押し込んできた。互いに深いところまで指を挿入し合う。

        「ひぁ……ぁ、あっ！」

        発せられた嬌声がどちらのものなのかもはやわからない。快感で頭の中がぼんやりしてくる。ぐちゅぐちゅという水音が本当に聞こえているのか、あるいはそんな気がするだけなのかも、わからない――。

        「ふぁあぁあっ……!!」

        蜜口の上にある粒を押されたときだった。快感がいっきに高まり、恍惚境に達してしまう。美華の陰核も、自分がされたのと同じように指でつまんでひねると、彼女もまた高い声を出して体を痙攣させた。

        「は、ぁ……はぁ……」

        息を荒げて抱き合う。至福のときだった。触れ合う肌の温もりが心にまで熱を伝える。

        「優愛ちゃん……」

        これだけでは物足りない、と顔に書いてある。優愛は身をかがめ、物欲しそうにしている美華の胸に顔を寄せる。いまだに尖ったままの先端をぱくっと口に含むと、美華は歓びにあふれた声音で「あぁんっ」と啼いた。

        優愛は舌先をこまめに動かして美華の薄桃色を悦ばせる。乳頭をなぶるたびに彼女の脚がビクッ、ビクッと揺れる。足の付け根にもまだまだ刺激が欲しいのだろう。

        両手で美華のスカートの裾を持ち、腰までめくり上げる。秘所を触りやすくするためにショーツを下へずらして脱がせてしまう。

        「やぁんっ……！」

        恥ずかしそうにもじもじと内股を動かすものの、嫌がっていはいない。

        優愛は使えるものをすべて使って美華に快感を与える。乳頭のひとつは舌でくすぐり、もう片方の薄桃色は指で丹念にこねる。膣口には中指をうずめ、その上の肉粒は親指でひっきりなしに押しつぶした。

        「あぁあっ、だめ、だめぇっ――!!」

        すると美華はたやすく絶頂してしまった。秘所をさらした淫らな恰好のまま座席の背に体をあずけ、碧い瞳を潤ませて肩で息をしている。

        （もっとめちゃくちゃにしたい……）

        そんな衝動に駆られたのは初めてだった。優愛は美華の乳房を両手でつかむ。

        「ぁんっ……！　わ、私はもう大丈夫だから――」

        しかし美華は優愛の両手をつかんで制する。

        「今度は優愛ちゃんが気持ちよくなるばん」

        「んぅ……」

        ――正直なところまだやり足りないのだが。無理強いをして嫌われたくはない。

        美華は頬を赤く染めたまま優愛の胸をつかみ、大きく口を開けた。

        「ぁ――」

        急に彼女がぴたりと動きを止めてしまった。

        「……？　どうしたの」

        美華はあわてたようすで優愛のカットソーを引き下ろした。

        「もうすぐ駅に着くわ。それに――」

        その言葉の続きを、美華は電車を降りてもなかなか教えてくれなかった。

        


        　

        　

    

    
        終章　女神の破瓜

        　

        最近はベッドの中で悶々とするということが格段に多くなった。目を閉じれば美華の顔が浮かび、会いたくてたまらなくなる。せめて声だけでも聞きたいと思ってスマートフォンを手にするが、発信ボタンを押す前にベッドに投げ出すことになる。美華だって仕事がある。毎晩、電話を掛けていては迷惑になるだろう。

        （会って話がしたいな。……それから）

        ここのところ話をするだけでは物足りない。もっと触れ合って、あわよくば彼女を自分のいいようにしてみたいとさえ思ってしまう。

        優愛はベッドの上でゴロンと寝返りを打ったあと、頭を枕で覆い隠した。

        （私、本当にどうしちゃったんだろう……）

        優愛は寝るのをあきらめ、暗闇の中でスマートフォンをいじる。インターネットブラウザを開いて検索するのは『レズビアン』の単語。自分には関係のない言葉だと思っていたけれど、もはやそうではない。

        なにか目的があってその単語を検索したわけではなかった。しかし、とあるサイトでレズビアン用の玩具を見つけてしまい、いてもたってもいられなくなる。

        （わぁ……こんなのあるんだ）

        どういうふうに装着すればよいのかまで事細かに載っている。優愛は思わず、画面上の『購入』ボタンを押してしまったのである。

        　

        いまとなっては行きつけとなってしまったケーキショップに立ち寄ってクッキーを買った優愛はその足で美華のエステサロンへ向かった。苔の生えた裏路地に面してひっそりとたたずむそこはふたりの秘密の園といっても過言ではない。

        優愛がサロンの玄関チャイムを押す前に、扉が開いた。

        「いらっしゃい、優愛ちゃん」

        ――私が来るのを玄関で待っていてくれた？

        そうでなければこのタイミングで扉が開くはずがない。優愛の顔が自然とほころぶ。

        「お邪魔します」

        左手にふたつの紙袋を持ったまま優愛はサロンの中へ入った。

        それからふたりは優愛が持参したクッキーを食べ、テレビを見ながらたわいない話をした。

        小一時間が経ったところで美華が話を切り出す。

        「ねえ……お風呂に入らない？　今日はね、泡のお風呂にしようと思ってるの」

        「……うん。入る」

        優愛がそう言うなり美華は嬉しそうな顔で立ち上がり、「準備をしてくるからちょっと待っててね」と言って浴室へと駆けていった。

        「――わぁ。泡のお風呂って、家でもできるんだね」

        裸になって浴室へ入るなり優愛は感嘆した。バスタブには真っ白な泡が敷き詰められていた。

        「あ……何か、イチゴの香りがする」

        「そうなの。イチゴのソープを使って泡のお風呂を作ったの」

        美華は得意げに言った。優愛はふたたび「美華ちゃん、すごい」と褒めたたえる。

        「さ、入りましょ」

        美華は胸もとを腕で隠してバスタブの中へ入る。優愛もそのあとに続いた。バスタブの中で美華と向かい合う。

        「はー……すごく癒される」

        「ふふ……」

        優愛は目を閉じてバスタブの端に頭をあずけた。

        ――彼女が、そばへやって来る予感がした。

        パチッと目を開けると、すぐそこに碧い瞳があった。

        「あ……。目、開けちゃったの」

        残念そうに言って美華は唇を尖らせる。

        「なに、いたずらでもするつもりだった？」

        「うん。優愛ちゃんの鼻に泡をくっつけようと思って」

        「どうして？」

        「んー、かわいいかなって。そのままでももちろんかわいいけど」

        優愛はパチパチと数回まばたきをしたあと、ニッと笑って左手で美華の腰を抱いた。

        「ひゃっ」

        それから彼女の鼻を人差し指でつつき、真っ白な泡で飾りをつける。優愛はうん、うんと二回うなずいた。

        「うん、かわいい」

        「んもぅ……」

        恥ずかしそうに小首を傾げ、美華もまた優愛がしたのと同じことをする。

        自身の鼻の先についた白い泡の先には、楽しそうに笑う美華の顔。それは、見ているこちらまで幸せな気分になる、極上の笑顔。

        「美華ちゃん」

        優愛は愛しいひとの名を呼びながら彼女に向かって両手を伸ばす。美華はすぐに応えてくれた。彼女を腕に抱くと、その温かさと柔らかさで心身ともに満ち足りる。

        （こうやって抱き合っているだけでも……幸せ、だけど）

        しかし次の瞬間にはべつの欲が出てくる。彼女の体を両手でまさぐりたいという欲求が抑えられない。

        美華の背を肩から腰へ向かって両手でそっと撫で下ろす。

        「ふぅ……っ」

        背中に触れただけなのに美華はもう色っぽい声を漏らしている。そのか細い声にまた情欲をかき立てられる。

        しばらくは彼女の背中を撫で続けた。こうして焦らすと、美華はいっそう淫らに反応してくれる。

        「はふ、うぅ……。優愛ちゃ……ンン」

        「もうおねだり？」

        そう言ってくすっと笑うと、美華はバツが悪そうに小さくうなずいた。美華はなにかと誘惑してくるくせにいざ触り始めると照れるから愛嬌がある。

        鼻の先に白い泡をつけたまま唇を尖らせる彼女が可愛くて、優愛はすぐに美華の乳房へと両手を運ぶ。

        泡の中でつかんだ彼女の乳房はふだんよりもさらに柔らかく感じた。

        「あふ……んっ、んぅ……！」

        乳房を揉みまわすだけで美華は耳まで赤くする。熟れた耳たぶを舌でつつくと、美華はいっそう高らかに「ふぁあっ！」と喘いだ。

        「ふにゃふにゃしてて、気持ちいい……美華ちゃんのおっぱい」

        「ん、はぅう……私も……優愛ちゃんの手、気持ちい……」

        美華の両手が怪しく動き始める。優愛の乳房にあてがったあと、すぐにその先端をくにゅっと指で押し込んだ。

        「んぁ……！　美華ちゃん、そんないきなり……」

        「だってぇ……っ」

        「美華ちゃんはたまにすごくせっかちになる」

        眉根を寄せる美華の首すじに顔を埋めて優愛は深く長く息を吐く。

        「ぁっ……。息、熱い……ッ」

        「そう？」

        ツン、ツンッと彼女の乳頭をつつけば美華は瞬時に体をのけぞらせた。すると彼女の豊かな双乳が泡からぷるんと顔を出した。ところどころに真っ白な泡がついた滑らかな乳房にはかぶりつきたくなるが、泡まみれなのでそういうわけにはいかない。優愛は先端をトン、トンと強めにノックするだけにとどめた。

        「ひぁっ！　あぁ、ん……!!」

        もっと触って、と言わんばかりに美華は胸を突き出してくる。

        優愛は自分の中で情欲がいきり立つのを感じながら美華のまろやかな乳房を手のひらで堪能し、その先端を指のあいだに挟んでしごいた。

        「美華ちゃん……うしろを向いて」

        淫らに揺らめく彼女を真正面からもっと見ていたいという気持ちもあったが、それよりもいまは美華に徹底的に気持ちよくなってもらいたかった。

        美華は「んん」と喘ぐような返事をしてうしろを向く。華奢な体をうしろから抱き込んで、あらためてふたつの乳房を両手でつかんで持ち上げる。

        「ぁ、あっ」

        泡まみれの胸を両手で互い違いにたぷたぷと上下に揺らすと、美華は気持ちよさそうに肩を左右に振って悦んだ。そうして彼女の体が揺れることで優愛の胸の先が刺激される。自分の乳頭が美華の柔肌にこすられるのがたまらなく気持ちがよかった。

        「は、ぁ……」

        優愛は「すう、はぁ」と大きく息をして右手を下へ向かわせる。美華のお腹をくすぐるように右へ左へと手を動かす。

        「ふはっ、あっ」

        何でもないところでも彼女は感じて喘ぎ声を漏らす。

        （私の手を強く意識してくれてる証拠、よね）

        内心ほくそ笑みながら優愛は美華の陰毛を指で漁った。泡の中で触れる彼女の茂みはじつに柔らかく、指でつまんで引っ張ったら切れてしまうのではないかと思うほど繊細だ。ほんの少しだけ、そうしてみた。

        「――アッ」

        陰毛を引っ張られるなんて予想していなかったのだろう。美華はいつになく高い声を出して肩を震わせる。

        「やっ、優愛ちゃん……！　なにするの？」

        「んん、ごめん……ちょっと、引っ張ってみたくなっちゃって。なんだろ……遊び、みたいな」

        「やぅっ……」

        美華の茂みは思いのほか頑丈だ。少々引っ張ったくらいでは抜けない。

        「やぁっ、優愛ちゃんたら……どういう遊びなの？」

        「はは、ごめん」

        優愛は眉尻を下げて笑い、指先をさらに下へと滑らせる。

        「んぁっ……！」

        今度は先ほどよりも格段に色っぽい声が出た。それもそのはず、彼女の割れ目の奥にある秘玉を指でつまんだからだ。

        「ふぁ、だめ……そんな、急に強くしちゃ……ぁ、あぁんっ！」

        小さな肉粒を親指と中指でつまんで執拗にこねくりまわす。彼女がいまどんな快感に見舞われているのかよくわかるものだから、触れてもいない自分自身の陰核がヒクヒクと小刻みに震える。そのことに気がついたのか、美華はもだえながらも優愛の秘芯に手を伸ばしてきた。

        「ん……いいのに、美華ちゃん。私の指に集中して？」

        「ふ、ぅう……っ。ううん……触っていたいの、私も。優愛ちゃんの大切なところに。共有したいの……この快感を」

        「ひぁ……ッ！」

        彼女の指先が敏感な豆粒に触れる。

        （美華ちゃんの気持ちは嬉しいけど……これじゃあ――おろそかになっちゃいそう）

        いまは美華だけに集中したいのに。しかしそれをどう伝えればよいのかわからない。

        「わ、私……んっ、んぁ……！」

        美華が悩ましげに「はぁ」と息をつく。

        「優愛ちゃんの声も、大好き。もっと私の耳の近くで喘いで？　もっともっと、聞きたいの」

        「そん……な……んふっ」

        美華は秘玉の転がし方がうまい。彼女の手にかかればたやすく絶頂してしまいそうになる。

        「美華ちゃんを、いじり倒すつもりだったのに……！」

        つい本音を漏らすと、美華は振り返って目を丸くした。そのあとは満面の笑みになる。

        「ふふっ、私だけじゃもったいないじゃない。一緒に……ね？」

        「んー……」

        なだめられても腑に落ちない。優愛はちょっとした意地悪のつもりで、美華の乳頭を指で挟んでぎゅうっと思い切り引っ張り上げた。

        「やぁぁあっ！」

        美華があまりにも大きな声を出すものだから、そんなに痛かったのだろうかと思って謝ろうとする。

        「ご、ごめ――」

        「あぁんっ！　優愛ちゃん、不意打ちはだめ……。思わずイッちゃった」

        「えっ!?」

        乳首を引っ張り上げただけなのに絶頂してしまったのか。優愛は信じられなくて何度もまばたきをした。

        （私……美華ちゃんのことまだよくわかってないのかも）

        そう思うとしだいにモヤモヤとしたものが頭の中を占めてきた。自然と不満げな顔になる。

        「……優愛ちゃん？　どうしたの。かわいらしく頬をふくらませちゃって」

        「だって……美華ちゃんを思い通りにできないから」

        「ええっ？」

        「ねえ、今度は美華ちゃんがこの椅子に座って」

        優愛は颯爽と立ち上がり、鏡の前に置いてある風呂椅子を指差した。泡まみれの優愛の体を見上げながら美華は「いいわよ」と答える。

        ふたりしてバスタブから出ると、白い小さな泡がふわふわとあたりを漂った。

        美華は笑顔のまま風呂椅子に座る。

        「これで満足でしょうか？」

        椅子に座ったまま両手を左右に広げる美華は可愛らしいのだが――。

        「なに、その『やってあげたわよ』な感じ」

        「だって……そのとおりじゃない？」

        「む……」

        ――確かに、椅子に座れと言ったのは私だ。

        （そりゃあ、こういう美華ちゃんもいいけど……）

        彼女が我を忘れて快感に溺れ、果てしなく乱れるさまを見てみたいのだ。そして、そう至らしめるのは彼女自身ではなく自分だけでありたい。

        （でもそれって……私のワガママ、なのかな）

        ――ただの自己満足？

        （そう……それでも）

        美華を思いのままにしたい。自分の中にこんな強烈な感情――征服欲があるのだとは、まったく知らなかった。

        優愛は泡まみれで風呂椅子に座る美華を見下ろし、無言でシャワーヘッドを手に取る。シャワーハンドルをきゅうっとひねりまわして全開にする。浴室にはいっきに湯気が立ち込めた。

        不思議そうな顔でこちらを見上げている美華に湯を浴びせる。

        「んん」

        美華はまぶしそうに目を細めた。真っ白な泡が次々と彼女の体から滑り落ちていく。そのようすにどうしてかますます性欲を刺激させられる。

        優愛はタイルの上に膝をついて美華の脚に手を添え、やんわりと左右に開かせた。開け広げになった秘芯めがけてシャワーヘッドを押し付ける。

        「ひぁあぁあっ!!」

        ほとんどゼロ距離からの水圧だ。美華は大いに身もだえして、豊満な乳房をなまめかしく上下に揺らす。結い上げられていた美華の金髪をそっと解くと、淫らな雰囲気に拍車がかかった。

        （やっぱり『する』のって楽しい）

        このあいだ美華にされたのと同じことをいま彼女にしているわけだが、楽しくて仕方がない。されるのもいいが、施すのもやはりいい。

        優愛は深呼吸をした。バスタブの中にいたときほどではないがイチゴが香る。

        「んん、やっぱり美味しそうな匂い……。この匂いを嗅いでると、たまらなくなってくる」

        食欲よりも性欲を刺激されるのはなぜだろう。

        ――ああ、きっと目の前に柔らかくて美味しそうな肉粒があるせいだ。

        そのあとは、よく考えることなく口を開けていた。

        「ひゃっ!?　あ、優愛ちゃんっ……！」

        「ンン……」

        口に含んだ彼女の真珠は温かく、舐め心地がよかった。舌先を左右に細かく動かして花芽を愛でると、美華はいつになく大きな声で喘いでよがった。

        「やっ、やぁあっ……！　恥ずかし……ん、んはぅっ」

        小さな豆粒はしだいに硬さを増していった。はっきりとそうかと言われれば自信はないが、そんな気がした。

        （私の舌で、美華ちゃんが絶頂する……）

        指でするのとはまた違った悦びを覚えた。早く彼女に達して欲しくて、優愛はがむしゃらに彼女の陰核を舌で舐め転がし、しつこく吸い上げる。

        「ひぁ、あぁああっ！」

        美華が打ち震える。それでも、優愛は満足しない。

        （まだ……まだだ）

        潤みきった彼女の内側へ指を挿し入れる。奥までは行かず、途中で指を折り曲げた。

        （たしか、このあたり……）

        ここをこすり立てれば美華もきっとあの快感に見舞われる。自分が自分でなくなってしまうような、あの壮絶な快楽に。

        「ぁっ……!?　や、ゃんっ……優愛ちゃ……あ、あぁっ」

        内側で指を動かしているだけだというのにぐちっ、ぬちゅっという音がすさまじく響く。ここが浴室というせいもあるかもしれないけれど、それだけ美華が感じて濡れているということだ。

        どんどん高まっていくのがわかった。美華の内側、そして自分自身も。

        「あぁぁああぁっ――!!」

        美華の絶叫が狭い浴室内でこだまする。外にまで彼女の嬌声が聞こえてしまったのではないかと思う。美華の中から噴き出した液体が優愛の乳房や腹部を濡らす。

        優愛はその液体を浴びることで達成感を覚えた。

        　

        「ねえ……気になってたんだけど、その紙袋って……なに？」

        すっかり日が暮れたころだった。リビングでふたり並んでテレビを見ていると、不意に美華が尋ねてきた。優愛がいっこうに紙袋の中身を披露しないので、業を煮やしたのだろう。

        優愛はかたわらの紙袋にそっと手を添える。

        「……美華ちゃんと一緒に使いたくて、衝動買いしちゃったモノ」

        「私と？　なあに？　さっそく使ってみましょうよ」

        おそらく美華はこれを美容グッズかなにかと勘違いしている。そうでなければ気軽に「使ってみよう」なんて言えない。

        （ドン引きされたらどうしよ……）

        そんな不安のせいでなかなか切り出すことができなかったが、この機会を逃したら使わずじまいになりかねない。優愛は心の中で首を横に振り、勇気を絞り出す。

        「じゃあ……」

        優愛は紙袋からおずおずと四角い箱を取り出す。美華は首を傾げたままこちらを見つめている。

        「コレ、なんだけど」

        手に持つのは優愛も初めてだった。思っていたよりも――長く、太い。

        美華は目を見開いたまま固まってしまった。しばらく互いになにもしゃべらなかった。

        「……えっと。私がつけていいの？」

        やっと出てきた美華の言葉に、今度は優愛が驚く番だ。

        「やっ、私がつけるの！」

        「えっ!?」

        あからさまに驚く美華を見つめて優愛は手にしていたペニスバンドをぎゅっと握りしめる。

        「嫌、かな……」

        いままでにないくらい緊張している。拒まれたらどうしよう、嫌われたらどうしよう。そのふたつの言葉が頭の中をぐるぐると駆けまわる。

        「……嫌なわけ、ないよ。でも、少し……驚いただけ。まさか優愛ちゃんが……そんな、積極的に……」

        美華の頬が淡く色づいてくる。優愛もつられて同じ顔色になった。

        「美華ちゃんのこと……私のものにしたくて」

        唇が震えてくるのは緊張からか、あるいは彼女を自分のものにできるという悦びからか。複雑な感情に涙腺を刺激される。

        「私のものにして、私のいいようにしたい、なんて……ごめん。すごく身勝手だ」

        自分がいまにも泣き出しそうな顔になっていたのだとは知らなかった。あとから聞いたことだ。美華はふわりと笑い、優愛の両頬に手を添える。

        「ううん。嬉しい、そんなに想ってくれてるなんて……。そうね、今日は……優愛ちゃんの思いどおりにして？」

        「……今日は？」

        「そう。次は、私が優愛ちゃんを思いどおりにする」

        「うん……」

        優愛は美華に連れられて彼女の寝室へ移動する。エステを施す寝室ではなく、美華の私的な部屋だ。

        美華のプライベートな寝室はサロンにくらべてとてもシンプルだった。ベッドと、小棚と、それから大きな姿見。それ以外にはなにもない。明かりは天井にはなく、壁に掛かった淡いオレンジ色の間接照明だけだ。

        優愛はワイシャツを羽織っただけの美華をベッドに押し倒した。優愛もまた彼女と同じ恰好をしている。下着は身につけていない。そんなもの、お互いに邪魔なだけだ。

        美華の金髪が白いシーツの上に扇状に広がっている。碧い瞳は雫を落としたように潤んでいる。唇はグロスが塗ってあるわけでもないのにとてもつややかだ。

        先ほどから少し息苦しいのは、興奮しすぎているせいだろうか。自分自身の呼吸が荒いのがよくわかる。そんな優愛になにを思ったのか、美華は「ふっ」と息を漏らしてほほえんだ。

        「……美華ちゃん」

        彼女のワイシャツの肩のあたりをそっと押さえ、ふくらみのほうへと撫でる。のぼりつめた先にある小さな棘を生地ごしにキュッとつまむ。

        「ぁんっ……」

        幾度となく聞いたことがあるのに、初々しい声だと思った。いつ聞いても彼女の喘ぎ声は新鮮で、その高い声をもっとそばで聞きたくてつい耳を美華の口もとに寄せてしまう。優愛は美華の首すじを舐めながらふくらみの頂点をカリカリと何度も引っかく。

        「ぁっ、は……ん。ふぅ……ッ」

        女性の嬌声に自分の性欲をこれほど刺激されるなんて、ついこのあいだまで思ってもみなかった。

        （女性の――っていうのは、ちょっと違うな）

        正しくは『美華の』嬌声だ。ほかの女の人の喘ぎ声を聞いたことがないから定かではないけれど、きっとなにも感じない。美華が喘いでいるからこそ、全身に鳥肌が立つまでの悦びにあふれるのだ。

        彼女の、大胆なくせにシャイなところが好きだ。色っぽいのにけなげで、芯が強そうなのにもろいところもあって。守ってあげたくなるのに、結局は守られているような気もして。

        「美華ちゃん、大好き」

        いろいろ考えて、最終的にはやはりそうなる。彼女が愛しくてたまらない。すべてを自分のものにして、それから――。

        （私のことしか考えられないようにしたい）

        本音を言うと、仕事とはいえ美華がほかの女性の体に触るのがすごく嫌だ。しかしそれは口が裂けても言えない。そんなことを言ってしまったら、彼女はエステサロンを畳んでしまうだろう。そういう女性だ。

        （美華ちゃんの仕事の邪魔をしたいわけじゃない。我慢しなきゃ……）

        そう思ってこらえるほどに狂おしくなる。つまらない嫉妬なんてやめようと思うのに、美華がほかの女性の体に触れて優しく語りかけるようすをどうしても想像してしまう。そうなると、自分の中でいままでに感じたことのない激情が体を突き動かす。

        「……っ」

        優愛はむしりとるようにして美華のワイシャツをはだけさせた。プチン、プチンッと透明のボタンが飛び散る。

        「――ひゃっ!?　ど、どうしたの？」

        優愛のようすがふだんと違うことに気がついた美華はあからさまにうろたえている。優愛はできるかぎりの笑顔を形作った。この醜い感情を悟られてはいけない。

        「ん……何でもないよ。ただ、美華ちゃんの胸を一刻も早く見たくなっちゃって」

        「そ、そう……？」

        「うん。……はぁ、柔らかくて気持ちいい」

        美華の胸に顔をうずめると、心地よい圧迫感に見舞われた。何だか安心する。

        「んん……」

        いっぽうの美華はくすぐったそうだ。優愛は彼女に気づかれないように「くすっ」と笑い、薄桃色の部分を指でそっとつまみ上げる。そこはすでに硬くなっていた。

        「ぁっ……んぁっ……！」

        ペットボトルのキャップをひねるように親指と人差し指を動かす。どうすればもっと気持ちがよくなるのか、自分の体を使って研究した。

        （ぜんぶいっぺんにするのが気持ちいい、から……）

        優愛は大きく口を開けて、美華のもう片方の乳頭にかぶりつく。

        「ひゃうっ！」

        驚いたような嬌声もまたいい。尖りきった乳頭を舌でなぶりながら優愛は右手で美華の下半身に探りを入れる。

        （もう、あふれてるかな）

        ここに触れるときはいつもひときわ緊張する。

        もしもまったく濡れていなかったらどうしよう。彼女のその気がなかったら、私はどうすればいいのだろう。

        しかしそれは杞憂に終わった。ぬるりとしたものを指先に感じて一安心する。

        膣口からあふれた蜜を人差し指で掬い、それを花芽に塗り込める。何度もそうして蜜を掬い出していると、しだいに彼女の腰が揺れてくる。

        「ふぁっ、は……ぁ、あ……んぁあっ」

        ゆっくりとじれったく、でもだらけてしまわないように。この加減はけっこう難しい。

        美華の体がくねくねと揺れ動き始めたら、内側にも指を挿れて欲しいというサイン。

        優愛は慎重に彼女のナカへと中指を沈み込ませ、緩慢に前後させる。

        「あふっ……！　ん、はぁぅ……!!」

        指をナカに入れると喘ぎ方が変わる。切羽詰まったような喘ぎに変わるのだ。

        ――もっと、もっと感じて。私の指と舌で乱れて、溺れて。

        指と舌を必死に動かして美華の性感帯をいじり倒す。そうしているあいだは自分自身の腰も揺れているのだということに優愛は気がつかない。

        無我夢中で美華を貪っていると、きゅうっと指が締めつけられた。どうやら絶頂したらしい。彼女のナカのとろけ具合はすさまじかった。

        （これならきっと――）

        美華のナカに入ることができる。いまから着けるものはニセモノだけれど、自分の一部だと思ってやるつもりだ。

        優愛は美華と揃いのワイシャツを脱ぎ捨て、その代わりに造り物ながらも猛々しい肉棒を下半身に備えた。

        「……いい？」

        まだなにもしていないのに汗が出る。

        「うん。いいよ」

        ほほえむ彼女の唇はわずかに震えていた。

        「美華、ちゃん……」

        泣きそうになってしまった自分自身を何とかして奮い立たせる。

        （受け入れる側の美華ちゃんのほうが、私の何倍も怖いに決まってる）

        それなのに、彼女のほうが気丈に振る舞っているような気がした。

        優愛は何度か深呼吸をしたあと、美華の両脚を左右に押し広げた。どこに挿れるのかはよくわかっている。しかし、指を挿れるのとはわけが違う。

        （ゆっくり、慎重に……。美華ちゃんが嫌がったら、すぐにやめよう）

        小さな蜜口に造りものの硬直を押し当て、ナカへめり込ませる。

        「んっ……」

        切っ先はすんなり彼女のナカに入ることができた。本物の男性器を見たことがないのでよくわからないけれど、いま身につけているコレはそれほど大きくはないのかもしれない。

        優愛はそのまま肌色の竿を押し進める。

        「――ッ!!」

        美華が大きく息を吸ったのがわかった。優愛の体がぎくりと強張る。

        「痛い、よね……？」

        尋ねる声が震えてしまった。上ずった声で優愛が言うと、美華は「たいしたことない」と言った。強がりだと思った。

        彼女の表情が、壮絶な痛みをよく表している。美華は顔には出していないつもりだろうけれど、彼女がいますさまじい痛みに襲われているのが手に取るようにわかる。

        「やめないでね」

        ビクッ、と肩を揺らしたのは優愛のほうだ。いままさに「これ以上はやめておこう」と言うところだった。

        「もう、大丈夫だから……。そこを過ぎたら、もう平気だから……ね？」

        痛々しくほほえむ彼女の顔は鮮烈だった。そうまでして受け入れてくれるのは愛の深さゆえなのか、なにかべつの意図があるのか――定かではない。

        優愛はごくっと喉を鳴らし、腰を前へと進ませる。そうすることで自分自身の小さな豆粒になにかが当たる。

        （でも……私だけ気持ちよくなるなんて）

        美華は大変な思いをしているというのに、申し訳なさすぎる。

        「……悦くなってきたわ」

        優愛の後ろめたさを払拭するような口ぶりだった。本当にそうなのか、気を遣ってそう言っているのかわからない。

        「……本当？」

        尋ね返すと、美華はこくりと大きくうなずいた。

        「じゃあ……もっと、動いていい？」

        「いいわよ……もちろん」

        彼女が笑うと、目尻がきらりと光った。それに気がついた優愛はとっさに手を伸ばし、目尻に溜まった涙を拭う。

        ――こうしたからって、美華ちゃんの涙が消えるわけじゃないのに。

        痛みによる涙は拭ったくらいで止まりはしないだろう。しかし、涙はあふれてはこなかった。どうやら本当に痛みは遠のいたらしい。

        「……動かす、よ」

        優愛はつたない動きで腰を前後に揺する。

        「ぁっ……んん……ンッ」

        妙な感覚だった。作り物の肉棒のはずなのに、美華の内側がどうなっているのかを感じるのだ。それはどう考えても錯覚だけれど、指を沈めたときの感覚が残っていて、それが彼女のナカを本当に貫いているような疑似体験をさせてくれる。

        腰を動かすのに慣れた優愛はしだいに抽送を速めていった。

        「あ、ぁっ……！　そんな、速くしちゃ……あぁ、んぁあっ！」

        高らかに喘ぐ美華を見て、ぞくぞくと体の中を愉悦が駆け巡る。自分自身の蜜奥、そして淫核が悲鳴を上げるように脈づいて歓喜する。

        「……っ、うしろからしても……いい？」

        こうして正面から彼女を突くのもいいけれど、これでは少し動きづらい。要領を得てきた優愛はいろんな体位を試してみたくなった。

        「んん……っ」

        うなるような返事だったが嫌がってはいない。むしろ美華も乗り気だ。いそいそとうしろを向いた美華のワイシャツの裾をめくり上げる。

        あらわになった尻はよく引き締まっていた。手のひらで軽く叩くと、パンッと小気味よい音がした。

        「やぁんっ……！」

        やめて、というような素振りを見せる美華だが、心からそうというわけではなさそうだった。

        優愛は美華の腰を引き、蜜のあふれ口を指で探る。そこはいまだによく濡れていて、いかにも準備万端だった。

        優愛は大きく息を吸った。いつまでもいきり立っている、精神上の分身を美華のナカへと沈み込ませる。

        「ふはっ、ぁあ……ッ!!」

        ぐぷ、ぬぷっと卑猥な水音を立てて剛直が呑み込まれていく。押し入れるというよりも、吸い込まれていくようだった。

        「美華ちゃんのナカ、すごい……。あっという間に吸い込まれちゃった」

        「えっ……!?　やっ、そんな……こと……！　言わな、いで……！」

        恥ずかしいのか、美華はシーツの上に突っ伏してしまった。優愛は「ははっ」と軽快に笑い、美華の乳房を下からつかむ。

        「ひゃんっ！　あぅ……っ！　そこ、一緒にいじっちゃ……やぁっ」

        「んんー？　コッチも一緒じゃなきゃイヤってこと？」

        調子づいてきた優愛は右手で美華の秘芯をつまんでひねった。乳首も同じようにした。すると美華は「ひぁあぁあっ!!」と大きな嬌声を上げた。

        「だめっ、だめぇっ……！　私、おかしくなっちゃ……あ、あぁあっ！」

        腰を振りたくると、美華と肌が触れ合ってパンッ、パンッという独特の音が響いた。優愛は乳房と腰を大きく揺らして美華と自分を絶頂へと追い詰める。

        「あっ、ぁっ、あっ――……!!」

        ふたり同時に恍惚境を味わえるのは、互いのなにかが同調しているからだと思う。

        美華は力なくベッドにうつ伏せになる。優愛はゆっくりと肌色を引き抜いた。

        彼女の視線の先を追う。すると鏡の中の美華と目が合った。

        「……あのときと、一緒だわ……」

        美華がポツリと言った。

        「あのときって……あぁ、電車の？」

        美華の自宅であるこのエステサロンに着く直前になって彼女は『窓ガラスに映る淫らな私たちを目の当たりにしたら、急に怖気づいちゃったの』と告白した。

        淫らな姿を公衆の目にさらされることを恐れてのことだと思うが――女同士だということを気にしているのだろうか。

        「私、ずっと美華ちゃんと一緒にいたいと思ってる」

        「そんなの、私だって同じよ」

        うつぶせのまま美華がほほえむ。幸福感にあふれた笑みだ。

        優愛もまたほほえみ、美華の背中にぐたりとしなだれかかって肌を重ねる。彼女の首すじに鼻をくっつけて大きく息を吸い込むと、ほのかにイチゴが香った。
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        発行日　　　　二〇一七年十二月発行

        発行所　　　　株式会社オリオンブックス

        住所　　　　　東京都渋谷区渋谷３-５-16
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